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民
族
調
査 

一
、
内
郷
村
の
二
日 

そ
の
一 

 

ま
え
が
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
模
湖
歴
史
研
究
会
員 

山
田
正
法 

『
阿
比
乃
中
山 

第
十
一
号
』
で
は
柳
田
国
男
が
『
都
會
及
び
農
村 

創
刊
第
三
周

年
号
』
（
洛
陽
堂
発
行
）
に
、
「
村
を
観
ん
と
す
る
人
の
為
に
」
と
題
し
掲
載
さ
れ
た

も
の
を
紹
介
し
て
見
た
。
こ
の
『
都
会
及
び
農
村
』
に
は
内
郷
村
調
査
に
同
行
し
た
小

田
内
通
敏
が
「
内
郷
村
踏
査
記
」
、
石
黒
忠
篤
が
「
内
郷
村
の
二
日
」
、
そ
し
て
今
和

次
郎
が
「
内
郷
村
に
見
た
る
居
住
状
態
」
と
題
し
、
同
誌
同
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
柳
田
を
含
め
他
の
三
人
の
内
郷
村
調
査
報
告
は
、
内
郷
村
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
つ

い
て
詳
細
に
書
か
れ
て
い
て
、
地
元
相
模
湖
に
住
居
す
る
私
達
に
と
っ
て
も
、
興
味
あ

る
内
容
の
報
告
で
あ
る
。
ま
た
、
読
ん
で
い
て
も
地
元
住
民
な
ら
で
は
の
理
解
の
で
き

る
事
柄
も
多
い
。 

今
号
の
「
内
郷
村
の
二
日
」
は
当
時
農
務
省
書
記
官
で
あ
っ
た
石
黒
忠
篤
が
内
郷
村

調
査
を
日
記
風
に
面
白
く
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
郷
村
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
大

正
七
年
八
月
十
五
日
よ
り
二
十
五
日
の
十
一
日
間
行
わ
れ
た
が
、
石
黒
忠
篤
は
調
査
終

り
の
二
日
ば
か
り
来
村
し
て
内
郷
村
調
査
を
し
た
。
石
黒
忠
篤
の
役
割
分
担
は
小
平
権

一
と
共
に
「
農
業
其
の
他
の
生
業
」
で
あ
っ
た
が
、
小
平
権
一
は
米
騒
動
の
突
発
で
地

方
へ
出
張
し
、
郷
土
会
の
内
郷
村
調
査
に
は
不
参
加
で
あ
っ
た
。 

「
内
郷
村
の
二
日
」
は
そ
の
一
と
そ
の
二
が
あ
り
、
そ
の
一
は
先
述
『
都
會
及
び
農

村
』
の
創
刊
第
三
周
年
号
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
二
は
大
正
八
年
一
月
一
日
発
行
『
都
會

及
び
農
村
』
の
第
五
巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
号
に
は
柳
田
国
男
も
「
村

を
観
ん
と
す
る
人
の
為
に
（
三
）
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
号
の
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
四
号
』
で
は
「
都
會
及
び
農
村
」
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
内
郷
村
の
二
日
」

そ
の
一
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
事
に
し
た
。 

尚
、
文
中
の
丸
数
字
は
地
元
に
関
係
す
る
用
語
や
名
前
も
あ
り
、
筆
者
が
調
べ
た
注

解
と
し
て
、
最
後
に
掲
載
す
る
事
に
し
た
。 

阿
比
乃

あ

ひ
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中
山

な

か
や
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内
郷
村
の
二
日
（
一
） 

石
黑
忠
篤 

米
騒
動
の
突
發
で
、
小
平
君
は
職
務
の
爲
地
方
に
出
張
し
て
し
ま
つ
た
自
分
と
て
も

農
省
務
省
の
官
吏
で
あ
る
か
ら
は
直
接
關
係
は
無
い
に
し
て
も
暫
く
東
京
を
外
に
し
て

他
へ
出
か
け
る
譯
に
行
か
な
く
な
り
、
内
郷
村
へ
は
や
つ
と
最
後
の
二
日
丈
け
馳
せ
参

じ
た
の
で
あ
つ
た
。
何
等
取
り
止
め
も
無
い
村
の
二
日
を
敍
し
て
白
頁
を
塞
ぐ
。 

 

八
月
二
十
三
日
。
昨
夜
東
京
か
ら
來
た
體
を
横
た
へ
た
ば
か
り
で
一
睡
も
出
來
な
か

っ
た
騒
し
い
與
瀬
驛
の
宿
を
早
朝
に
立
つ
て
、
相
模
川
へ
と
下
つ
た
。
橋
を
渡
る
と
内

鄕
村
で
濶
葉
樹
林
が
急
峻
な
山
を
蔽
つ
て
淸
い
水
際
に
浸
つ
て
居
る
、
向
ふ
の
奥
に
學

校
林
が
十
數
丁
歩
良
く
植
ゑ
て
あ
る
し
御
料
に
植
付
け
た
處
も
あ
る
と
の
事
だ
が
、
之

等
の
外
は
ど
の
山
も
木
の
無
い
の
が
多
い
樣
だ
。
荷
擔
ぎ
の
爺
は
話
好
き
で
道
々
講
釋

を
し
て
聞
か
せ
た
、
其
云
ふ
處
に
依
る
と
、
之
等
の
山
々
に
も
大
き
い
木
が
殘
つ
て
居

た
の
だ
が
、
甲
武
鐵

①

道
敷
設
の
時
皆
伐
り
出
し
て
し
ま
つ
た
の
事
で
あ
る
。
鼠 ね

ん

坂 ざ
か

の

古
關

②

の
趾
を
通
つ
て
八
時
に
正
覺
寺
に
着
い
た
。
朝
食
中
の
諸
君
は
と
て
も
來
ま
い
と

思
は
れ
た
自
分
が
來
た
の
で
、
せ
め
て
味
噌
汁
で
も
と
、
も
て
な
し
て
呉
れ
た
、
味
噌

汁
の
御
馳
走
に
な
る
位
な
ら
、
序
に
と
二
度
目
の
朝
飯
を
食
ふ
た
。
小
平
君
と
自
分
と

に
代
つ
て
無
理
に
御
都
合
を
願
ふ
た
中
村

③

さ
ん
は
今
日
東
京
に
歸
る
事
に
な
つ
て
居
た

の
で
自
分
の
連
れ
て
來
た
荷
擔
ぎ
を
夫
れ
好
便
と
捕
へ
て
直
ぐ
與
瀬
へ
と
下
つ
て
行
か

れ
、
農
業
其
他
の
生
業
に
付
て
の
槪
況
さ
へ
聞
く
暇
も
な
か
つ
た
。 

 

諸
君
は
夫
れ
〲
調
査
に
出
か
け
る
、
柳
田
さ
ん
が
一
人
で
字
增
原
や
道
志
へ
行
か
れ

る
の
に
付
い
て
、
兎
に
角
其
方
面
を
廻
つ
て
見
や
う
と
出
か
け
た
。 

見
渡
す
限
り
高
刈
作
り
の
見
事
な
桑
畑
の
中
を
歩
き
乍
ら
自
分
は
、
何
と
な
く
上
州

下
仁
田
の
谷

デ
ー
ル

を
徊
う
て
居
る
樣
な
気
分
を
禁
じ
得
な
か
つ
た
、
別
に
何
故
と
い
ふ
理
由

も
無
い
、
唯
最
初
の
直
覺
で
あ
る
、
柳
田
さ
ん
は
そ
ん
な
氣
は
せ
ぬ
と
、
一
向
賛
成
せ

ら
れ
ぬ
。
道
々
柳
田
さ
ん
の
話
さ
れ
る
處
に
よ
る
と
、
此
村
養
蠶
や
織
物
で
米
を
買
ふ

て
食
ふ
て
居
る
の
で
、
米
騒
動
起
こ
そ
ら
ぬ
が
兩
三
日
前
に
米
が
無
く
な
つ
た
爲
に
村

の
重
立
ち
の
心
配
は
一
通
で
な
く
、
幸
、
村
長

④

さ
ん
は
郡
に
務
め
て
居
つ
た
經
驗
の
あ

る
人
で
あ
つ
た
爲
敏
捷
に
外
米
を
廻
し
て
貰
ふ
手
配
を
し
た
と
の
事
。
重
立
の
一
人
と

道
に
行
逢
ふ
た
時
、
昨
夜
外
米
が
着
い
た
と
聞
い
て
我
も
人
も
良
か
つ
た
と
安
心
し
た

樣
な
譯
で
あ
つ
た
。 

成
程
、
貰
つ
た
昨
年
八
月
の
村
勢
一
覽
を
見
る
と
此
山
村
で
一
番
の
物
産
は
工
産
物

で
、
六
萬
九
千
圓
、
織
物
が
其
大
部
分
を
占
め
、
八
王
子
物
と
し
て
賣
れ
て
行
く
の
で

あ
る
。
次
が
農
産
物
で
、
六
萬
二
千
圓
大
麥
二
千
二
百
石
、
小
麥
千
五
百
石
、
甘
藷
二

十
一
萬
四
千
貫
が
主
た
る
も
の
で
粟
や
雑
穀
が
八
百
石
ば
か
り
、
米
は
陸
稲
と
半
々
で

あ
つ
て
、
合
計
し
て
も
三
百
二
十
石
に
過
ぎ
ぬ
、
桑
畑
の
面
積
は
實
際
大
し
た
も
の
ゝ

樣
で
あ
る
、
第
三
が
養
蠶
で
四
萬
三
千
圓
、
繭
で
賣
る
こ
と
は
少
く
、
糸
に
取
り
津
久

井
郡
同
業
組
合
の
章
紙
で
川
和

⑤

の
糸
市
に
賣
る
の
だ
そ
う
だ
、
其
次
が
畜
産
八
千
餘
圓

で
主
に
牛
、
林
産
が
五
千
圓
と
い
ふ
順
で
あ
る
。 

蠶
桑
の
業
は
種
紙
一
枚
掃
け
ば
諸
掛
が
拂
へ
る
と
云
ふ
た
樣
な
昔
か
ら
行
は
れ
た
で

あ
ら
う
が
、
今
日
の
如
き
其
隆
勢
や
機
織
の
旺
盛
は
蓋
甚
古
く
無
か
ら
う
と
思
は
れ

る
。
今
で
こ
そ
之
で
白
い
米
の
飯
も
食
は
れ
た
か
知
ら
ん
が
、
之
が
盛
で
無
か
つ
た
昔

の
住
民
の
生
活
は
果
し
て
如
何
で
あ
つ
た
ら
う
か
、
そ
し
て
其
生
業
は
何
で
あ
つ
た
ら

う
か
。
其
の
頃
の
人
々
が
此
山
村
で
送
つ
た
生
活
は
、
随
分
貧
し
い
粗
ら
い
も
の
で
あ

つ
た
に
違
ひ
無
い
と
思
ふ
。
見
る
處
甘
藷
も
餘
り
良
く
は
無
さ
さ
う
だ
が
、
兎
に
角
此

大
切
な
新
作
物
の
糧
が
出
來
る
樣
に
な
つ
て
か
ら
村
は
如
何
ば
か
り
恩
澤
に
浴
し
た
で

あ
ら
う
。
併
し
昆
陽
先
生
の
名
は
未
だ
左
程
古
い
も
の
で
は
無
い
、
そ
れ
よ
り
も
づ
つ

と
古
い
此
村
が
甘
藷
の
味
を
知
つ
た
前
の
村
人
は
山
村
普
通
の
稗
が
常
食
で
あ
つ
た
ら

う
し
、
又
今
で
も
幾
ら
か
食
ふ
て
居
る
事
と
思
ふ
。
處
が
柳
田
さ
ん
は
僕
も
さ
う
思
ふ

ん
だ
が
村
の
人
達
は
稗
な
ん
ぞ
作
つ
て
食
ひ
は
せ
ぬ
と
云
ふ
て
居
る
、
食
物
の
事
は
相

當
分
つ
た
途
中
で
も
譯
も
無
く
隠
し
た
が
る
の
だ
か
ら
な
あ
、
と
云
は
れ
た
。 

 

歩
い
て
居
る
中
に
小
さ
い
一
枚
の
畑
で
、
自
分
が
村
へ
來
て
初
め
て
の
發
見
を
し

た
、
柳
田
さ
ん
は
何
だ
〲
と
い
ぶ
か
し
が
る
、
そ
れ
は
「
鴨
あ
し
稗
」
だ
、
「
ご
せ
ん
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び
ぇ
」
と
も
云
ひ
穂
が
割
れ
て
居
て
最
も
原
始
的
な
穀
物
の
樣
に
思
は
れ
る
も
の
で
あ

る
。
穂
を
取
つ
て
行
つ
て
聞
く
と
「
蝦
夷
つ
ぴ
ぇ
」
と
云
ふ
呼
び
な
ら
は
し
さ
へ
分
つ

た
、
自
分
は
村
の
衆
の
先
祖
に
廻
り
逢
う
た
樣
に
嬉
し
か
つ
た
。 

 

小
字
館⑥

で
家
號
圖
書

ず

し

ょ

と
い
ふ
豪
家
に
野
呂
圖
書

⑦

の
家
系
を
探
り
山
口
二

⑧

兵
衛
さ
ん
の

宅
で
饅
頭
の
御
馳
走
に
な
つ
て
そ
れ
で
晝
飯
を
濟
ま
し
た
事
に
し
た
。
柳
田
さ
ん
専
問

の
館
の
趾
を
探
る
爲
に
、
此
家
の
孫
の
賴
も
し
い
靑
年
隆⑨

壽
た
か
じ
ゅ

君く
ん

を
案
内
に
藪
を
分
け

て
攀
登
つ
た
、
圖
書
の
家
は
目
の
下
で
、
今
僅
か
に
一
部
を
殊
す
堡
壘

⑩

が
此
数
軒
を
圍

ゐ
護
つ
た
形
勢
が
歴
然
と
看
取
せ
ら
れ
る
。
此
地
形
を
其
儘
家
號
に
歌
は
れ
た
大
垣
内

⑪
お
お
か
い
と

の
老
人
を
訪
う
て
柳
田
さ
ん
は
圖
書
の
家
と
山
口
家
と
の
關
係
を
如
何
に
か
し
て
分
明

な
ら
し
め
や
う
と
力
め
ら
れ
た
、
此
邊
で
二
兵
衛
さ
ん
の
老
人
と
二
人
と
い
ふ
老
爺
さ

ん
で
あ
る
、
年
を
い
た
く
取
つ
て
も
う
目
が
見
え
ぬ
乍
ら
、
そ
れ
で
も
丁
度
大
豆
を
扱

き
落
し
て
居
た
。
宇
宙
の
記
憶
か
ら
脱
し
去
つ
て
永
久
の
闇
に
葬
ら
れ
て
了
は
う
と
し

た
内
郷
史
上
の
一
疑
點
も
、
柳
田
さ
ん
の
巧
な
聞
き
方
で
、
此
老
人
の
口
か
ら
僅
に
光

明
を
認
む
る
に
至
つ
た
、
柳
田
さ
ん
の
着
眼
と
根
氣
と
に
は
敬
服
と
感
謝
を
禁
じ
得
な

か
つ
た
、
夫
れ
に
し
て
も
老
人
と
云
ふ
も
の
は
寶
で
あ
る
。
掘
り
手
は
お
互
で
あ
る
。

此
老
人
が
大
豆
を
む
し
る
手
を
休
め
乍
ら
語
る
處
に
依
れ
ば
村
に
は
今
は
牛
ば
か
り
で

あ
る
が
昔
は
一
頭
も
無
く
馬
ば
か
り
で
、
與
瀬
か
ら
相
模
へ
の
駄
賃
馬
が
生
業
で
あ
つ

た
、
山
に
も
木
が
澤
山
あ
つ
て
四
十
年
前
迄
は
自
分
達
も
皆
持
分
の
炭
を
燒
い
て
出
し

た
も
の
だ
、
冬
仕
事
と
云
へ
ば
炭
燒
だ
つ
た
、
と
話
し
て
呉
れ
た
、
稗
の
事
を
聞
く

と
、
中
で
も
丸 ま

る

ッ っ

穂 ほ

の
稗
（
普
通
の
稗
の
こ
と
）
を
澤
山
作
つ
て
食
つ
た
も
の
だ
つ
た

と
云
ふ
て
居
た
。
老
人
は
經
驗
を
藏
し
事
實
を
記
し
て
居
る
碑
で
あ
る
。
自
分
は
此
點

で
老
人
を
敬
ひ
度
い
、
若
い
者
よ
り
も
正
直
に
な
る
な
ど
と
云
ふ
こ
と
で
尊
ひ
度
く
は

な
い
。 

 

隣
鄕
の
道
志
村

⑫

が
多
く
の
炭
を
出
す
つ
て
こ
と
を
嘗
て
柳
田
さ
ん
の
面
白
い
報
告
で

讀
ん
だ
樣
に
覺
え
て
居
る
、
炭
も
良
か
ら
う
。
又
相
模
川
と
道
志
川
は
此
村
を
挟
ん
で

流
れ
て
居
て
舟
筏
が
通
ふ
木
材
も
良
か
ら
う
。
民
有
山
林
原
野
は
九
百
町
歩
で
其
共
有

も
少
く
無
い
樣
だ
、
加
ふ
る
に
百
八
十
町
歩
の
帝
室
林
野
が
あ
る
、
其
處
か
ら
の
林
産

が
年
五
千
圓
で
あ
る
、
山
林
の
經
營
は
資
本
と
年
月
と
を
要
し
や
う
が
其
經
營
は
一
日

も
怠
つ
て
は
な
ら
ぬ
自
分
は
徒
に
昔
の
貧
寒
で
あ
つ
た
事
を
云
ふ
の
で
は
無
い
富
め
り

と
云
ふ
今
の
村
人
が
祖
先
の
生
活
を
思
ふ
て
、
米
の
飯
を
生
糸
の
一
筋
に
の
み
繋
が

ず
、
も
つ
と
山
に
親
し
む
生
活
を
更
に
開
く
こ
と
を
願
ふ
の
で
あ
る
。 

 

村
中
を
歩
き
廻
り
、
多
く
の
家
を
訪
ひ
、
石
老
山
に
も
登
つ
た
。
夕
刻
吾
々
は
思
ひ

〱
の
方
面
か
ら
正
覺
寺
に
歸
つ
た
、
一
日
の
汗
と
塵
と
を
湯
で
流
し
て
、
夜
食
の
後
は

長
谷
川
校
長
を
始
め
來
集
の
村
の
衆
に
色
々
質
問
し
た
り
、
打
合
せ
を
し
た
自
分
は
奥

畑
の
豪
家
の
若
主
人
鈴
木
重
光
さ
ん
と
校
長
の
弟
さ
ん
薫
一
君
と
に
村
の
休
み
日
の
事

な
ど
少
し
御
尋
ね
し
た
。
村
の
人
達
の
話
や
、
お
互
の
議
論
で
時
を
移
し
寢
た
の
は
十

二
時
で
あ
つ
た
。 

 注
解 

①
甲
武
鐵
道 

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、
甲
武
鉄
道
が
立
川
・
新
宿
間
で
開
通
。
現
在
の

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
前
身
。
八
王
子
～
甲
府
間
は
明
治
三
十
六
年
開
通
。 

②
古
關 甲

州
街
道
の
脇
往
還
道
、
鼠
坂
関
所
の
事
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
開
設
。 

③
中
村
さ
ん 

郷
土
会
会
員
の
内
郷
村
調
査
参
加
者
で
中
村
留
二
（
農
商
務
省
技
師
）
。 

④
村
長
さ
ん 

内
郷
村
道
志
の
押
田
未
知
太
郎
の
事
。
先
祖
は
江
戸
後
期
頃
よ
り
寸
沢
嵐
村
道
志

の
名
主
を
勤
め
る
。
代
々
「
角
兵
衛
」
「
角
右
衛
門
」
を
名
乗
る
。 

⑤
川
和 旧

津
久
井
郡
津
久
井
町
中
野
の
「
川
和
」
の
事
。
江
戸
時
代
後
期
に
養
蚕
が
盛
ん

と
な
り
、
繭
か
ら
作
ら
れ
た
紬
織
物
の
川
和
縞
は
こ
の
地
の
特
産
品
と
し
て
作
ら

れ
た
。
津
久
井
紬
と
も
呼
ば
れ
る
。
名
産
「
川
和
縞
」
は
こ
の
地
区
の
字
名
が
由

来
で
あ
る
。 

⑥
館 

「
た
て
」
「
た
ち
」
と
も
言
う
。
低
地
に
臨
ん
だ
丘
陵
の
端
で
、
通
例
は
昔
武
人
が
城

砦
を
構
え
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
。
鎌
倉
時
代
で
の
「
館
」
」
は
、
武
士
が
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農
業
経
営
者
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
河
岸
段
丘
の
へ
り
、
丘
や
台
地
の
上
な
ど
、

見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
を
選
ん
で
作
ら
れ
た
。
丘
の
麓
や
谷
戸
の
中
に
も
作
ら
れ

た
。
こ
れ
は
背
後
に
聳
え
る
丘
や
、
谷
戸
を
囲
む
高
地
が
、
自
然
の
城
砦
の
役
割

を
果
た
し
て
く
れ
る
上
、
水
の
管
理
も
し
易
い
か
ら
で
あ
る
。
清
光
寺
の
過
去
帳

に
よ
る
と
館
を
「
楯
」
と
言
う
字
で
記
載
し
て
い
る
時
代
も
あ
り
、
江
戸
時
代
に

於
い
て
も
「
た
て
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
事
実
で
あ
ろ
う
。 

⑦
野
呂
圖
書 

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
の
「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
の
若
柳
村
に
「
野
呂
左
京

亮
屋
敷
」
、
「
同
中
納
言
」
の
名
が
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
官
途
名
「
図
書
」
を

名
乗
っ
て
い
る
。 

⑧
山
口
二
兵
衛 

筆
者
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
山
口
家
は
家
号
「
酒
屋
」
で
代
々
俗
名
「
仁
兵
衛
」

を
名
乗
っ
て
い
る
。
野
呂
家
の
隣
家
で
あ
る
。
漢
字
か
ら
す
る
と
「
に
へ
い
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
二
兵
衛
さ
ん
は
内
鄕
村
調
査
の
二
年
後
の
大
正
九

年
八
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

⑨
隆
壽
君 

二
兵
衛
さ
ん
の
孫
で
、
安
太
郎
さ
ん
の
長
男
。
内
郷
村
調
査
後
の
大
正
十
五
年
に

三
十
四
歳
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。 

⑩
保
壘
（
ほ
る
い
） 

寸
沢
嵐
村
道
志
館
に
は
「
野
呂
左
京
亮
屋
敷
」
が
戦
国
時
代
の
永
禄
年
間
に
あ

り
、
野
呂
家
の
裏
山
に
戦
国
時
代
の
「
山
城
」
が
あ
っ
た
。
現
在
も
そ
の
遺
構
が

見
ら
れ
る
。
『
日
本
城
郭
大
系
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

⑪
大
垣
内 

館
に
あ
る
山
口
家
の
家
号
と
成
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
俗
名
は
「
仁
左
衛
門
」
で

あ
る
。
隣
の
酒
屋
が
「
仁
兵
衛
」
で
あ
る
か
ら
祖
は
同
一
と
思
わ
れ
る
。
家
の
川

沿
い
が
、
崩
壊
地
と
成
っ
て
い
た
爲
、
「
大
崖
道
」
が
大
海
道
と
転
訛
し
た
事
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
名
用
語
語
源
辞
典
で
は
、
「
け
え
ど
う
」
の
意
味
と
し

て
、
屋
敷
道
や
道
路
か
ら
入
り
こ
ん
だ
庭
や
道
を
意
味
す
る
と
あ
る
。
戦
国
時

代
、
傍
に
は
野
呂
左
京
亮
屋
敷
が
あ
っ
た
。 

⑫
道
志
村 

こ
の
道
志
村
は
、
内
郷
村
の
字
道
志
で
は
な
く
、
山
梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
の

事
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
、
三
泊

四
日
で
柳
田
国
男
と
郷
土
会
員
・
牧
口
常
三
郎
が
道
志
村
訪
問
・
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
山
梨
「
道
志
村
」
に
つ
い
て
は
「
阿
比
乃
中
山 

第
十
号
」
に
詳
細

を
記
す
。 

古
文
書
解
読 

 

二
、
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
（
四
） 

 

 
 
 
 
 

相
模
湖
歴
史
研
究
会 

山
田
正
法 

ま
え
が
き 

 

奥
畑
下
川
通
り
改
所
関
係
の
古
文
書
解
読
を
し
て
今
回
が
四
回
目
で
あ
る
。
第
一
回

目
は
『
阿
比
乃
中
山
第
十
一
号
』
に
、
第
二
回
目
は
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
二
号
』
に

そ
れ
ぞ
れ
古
文
書
解
読
し
て
、
奥
畑
下
川
改
め
所
の
開
設
と
そ
の
経
過
を
掲
載
し
て
き

た
。
第
十
三
号
で
は
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
」
と
「
鼠
坂
関
所
」
、
そ
し
て
相
模
湖

周
辺
に
あ
っ
た
六
つ
の
「
渡
船
」
が
甲
斐
と
相
模
の
国
境
の
要
衝
地
に
あ
り
、
人
の
往

来
を
監
視
す
る
改
め
所
と
し
て
の
役
割
も
あ
っ
た
事
を
記
し
た
。
そ
し
て
、
「
奥
畑
下

川
通
り
人
改
所
」
と
「
鼠
坂
関
所
」
、
「
渡
船
」
で
の
そ
れ
ら
の
改
め
方
法
に
つ
い
て

幾
つ
か
の
古
文
書
を
掲
載
し
、
解
読
し
な
が
ら
論
じ
て
見
た
。
今
回
の
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
四
号
』
で
は
、
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
」
の
「
川
改
め
方
法
」
に
絞
り
、
つ
ま

り
荷
物
・
上
乗
り
人
が
川
下
げ
を
す
る
場
合
、
如
何
な
る
手
続
き
が
必
要
で
あ
っ
た
か

を
、
天
保
三
年
の
小
倉
村
平
五
郎
が
請
負
っ
て
、
山
梨
郡
内
秋
山
村
か
ら
炭
荷
物
を
川

下
げ
す
る
「
出
入
り
古
文
書
」
を
解
読
し
な
が
ら
纏
め
て
見
た
。
こ
の
古
文
書
は
神
奈

川
県
公
文
書
館
所
蔵
「
奥
畑
番
所 

状
２
８
」
で
、
筆
者
が
以
前
公
文
書
館
で
撮
影
し
て

置
い
た
古
文
書
か
ら
で
あ
る
。 

奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
の
「
川
改
め
方
法
」 

さ
て
、
今
号
は
「
ま
え
が
き
」
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
最
終
回
と
し
て
「
奥
畑
下
川

通
り
人
改
所
」
の
「
川
改
め
方
法
」
に
つ
い
て
古
文
書
解
読
を
し
な
が
ら
探
っ
て
行
こ

う
と
思
う
。
前
述
の
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
古
文
書
よ
り
降
っ
て
八
十
六
年
後
の
天

保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
古
文
書
（
公
文
書
館
所
蔵 

奥
畑
番
所
状
２
８
）
で
あ
る
。

そ
の
間
の
古
文
書
は
長
状
は
な
く
、
筏
上
乗
り
人
を
改
め
る
「
差
上
申
一
札
之
事
」
、

「
差
上
申
手
形
之
事
」
、
「
覚
」
等
の
短
い
文
書
が
公
文
書
館
蔵
や
正
覚
寺
蔵
（
元
鈴
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木
家
蔵
）
に
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
参
考
に
し
な
が
ら
解
読
を
進
め
よ
う
と

思
う
。 

公
文
書
館
所
蔵 

奥
畑
番
所
状
２
８-

① 

 

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候 

 

相
州
津
久
井
県
若
柳
村
奥
畑
改
所 

兼
帯
名
主
山
三
郎
奉
申
上
候
、
鷲
巣
伊
左
衛
門
様 

御
知
行
所
同
州
同
県
小
倉
村
平
五
郎 

儀
、
郡
内
領
秋
山
村
ゟ
焼
出
し
候
炭
、
去
卯 

十
一
月
ゟ
当
辰
四
月
迄
、
高
瀬
船
ニ
積
入
、 

川
下
ケ
い
た
し
候
ニ
付
、
鑑
札
相
渡
候
間
、
右
江
引
合 

可
相
成
鑑
札
差
遣
し
候
間
、
御
落
手
可
被
成
と
の 

御
用
状
柴
田
善
之
丞
様
谷
村
御
役
所
ゟ 

去
卯
十
一
月
中
差
越
候
ニ
付
、
右
炭
無
滞 

通
船
為
致
候
処
、
当
五
月
中
尚
又
壱
艘 

積
送
り
来
候
ニ
付
、
谷
村
御
役
所
ゟ
之 

御
用
状
ニ
者
四
月
迄
と
有
之
候
得
共
、
御
用
炭 

之
儀
ニ
付
今
般
者
通
船
可
為
致
候
得
と
も
、 

已
来
通
船
い
た
し
候
筏
、
尚
又
谷
村
御
役
所 

ゟ
之
引
合
鑑
御
印
鑑
無
之
候
而
者
、
通
船 

不
相
成
趣
、
右
平
五
郎
方
江
可
申
通
段
、
船
頭 
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公
文
書
館
所
蔵 

奥
畑
番
所
状
２
８-

② 

                 

 

と
も
江
断
遣
候
処
、
同
六
月
八
日
、
尚
又
柴
田 

善
之
亟
様
谷
村
御
役
所
ゟ
申
越
候
ニ
者 

甲
州
郡
内
領
秋
山
村
之
内
、
阿
寺
沢
組 

稼
山
ゟ
焼
出
し
候
炭
、
壱
万
俵
寸
沢
嵐
村 

御
林
代
炭
足
合
ニ
し
て
相
調
度
旨
、 

右
平
五
郎
儀
阿
寺
沢
組
之
も
の
と
も
と 

対
談
の
上
、
炭
会
所
江
相
願
、
右
願
之
趣 

当
御
役
所
ニ
願
出
候
ニ
付
、
夫
之
掛
合
之
上
、 

申
立
候
処
、
当
辰
ゟ
午
迄
貮
ヶ
年
季 

前
書
願
之
趣
御
下
知
相
済
候
ニ
付
、
右
納 

炭
高
瀬
船
ニ
積
、
川
下
ヶ
江
戸
柳
原 

新
橋
炭
会
所
置
場
江
運
送
之
儀
、 

今
般
平
五
郎
并
阿
寺
沢
組
役
人
共
江 

申
渡
候
間
、
通
船
無
差
支
様
可
取
計 

旨
之
御
用
状
遣
を
以
、
差
越
候
得
と
も 

右
者
正
保
年
中
ゟ
郡
内
領
ゟ
諸
色 

川
下
ヶ
い
た
し
候
分
者
、
谷
村
御
役
所
ゟ 
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公
文
書
館
所
蔵 

奥
畑
番
所
状
２
８-

③ 

                 

 
 引

合
御
印
鑑
并
御
達
書
相
添
私
方
江 

御
遣
し
被
置
、
船
頭
と
も
同
様
焼
印 

之
腰
札
持
参
為
引
合
、
川
下
ヶ
爲
致 

来
候
処
、
当
六
月
中
谷
村
御
役
所
ゟ 

之
御
達
し
書
御
文
言
先
例
と
ハ
相
違 

い
た
し
、
引
合
御
印
鑑
に
も
御
遣
し
無
之
、 

左
候
而
者
此
上
通
船
差
支
者
歴
代
之 

儀
ニ
付
、
先
例
之
通
御
達
し
書
并
御
引
合 

御
印
鑑
と
も
私
方
江
差
遣
し
候
様
、
平
五
郎 

よ
り
谷
村
御
役
所
江
可
相
願
旨
、
小
倉
村 

役
人
と
も
江
数
度
及
掛
合
候
処
、
当
月 

廿
九
日
ニ
相
成
、
平
五
郎
儀
罷
越
申
聞
候
者
、 

同
人
所
持
之
焼
印
持
参
、
右
ヲ
引
合
ニ
い
た
し 

通
船
爲
致
呉
候
様
申
し
候
得
共
、
左
候
而
ハ 

先
例
ニ
相
外
レ
候
間
、
右
鑑
札
ニ
而
者 

通
船
相
成
不
申
間
、
先
例
之
通
引
合 

御
印
鑑
持
参
可
致
旨
申
遣
し
候
処
、
先
月 
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公
文
書
館
所
蔵 

奥
畑
番
所
状
２
８-

④ 
  

二
十
六
日
、
荒
川
御
番
所
ゟ
三
判
持
参 

可
罷
出
旨
御
書
付
頂
戴
仕
候
間
、
同
廿
八
日 

右
御
番
所
江
罷
出
候
処
、
小
倉
村
平
五
郎 

儀
、
寸
沢
嵐
村
御
林
伐
炭
と
し
て
郡
内
領 

秋
山
村
ゟ
焼
出
し
候
炭
、
追
々
川
下
ヶ
い
た
し 

候
処
、
奥
畑
改
所
ニ
お
ゐ
て
故
障
有
之
、 

川
下
ヶ
差
支
ニ
相
成
候
趣
申
出
候
間
、
早
々
川
下
ヶ 

相
成
候
様
取
計
可
在
旨
被 

仰
聞
候
間
、
前
書 

之
始
末
逸
々
奉
申
上
候
処
、
折
節
平
五
郎 

儀
、
右
御
番
所
江
召
出
候
間
、
私
儀
者
勿
論
、 

山
田
清
次
兵
衛
様
ゟ
も
先
例
之
通 

谷
村
御
役
所
ゟ
御
引
合
御
印
鑑 

相
願
、
通
船
可
致
旨
、
被
仰
聞
候
得
と
も
、 

今
以
引
合
御
印
鑑
者
勿
論
、
右
御
用 

炭
今
以
川
下
ヶ
無
之
、
打
過
罷
在
候
処
、 

猶
亦
今
般
、
荒
川
御
番
所
ゟ
私
江
御
尋 
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公
文
書
館
所
蔵 

奥
畑
番
所
状
２
８-

⑤ 

                 

 

筋
被
為
在
候
ニ
付
、
早
々
罷
出
旨
、
御
書
付 

頂
戴
仕
候
ニ
付
、
当
十
八
日
右
御
番
所
江 

罷
出
候
処
、
先
月
二
十
八
日
も
申
渡
置
候
所
、 

如
何
之
次
第
ニ
而
御
用
炭
通
船
故
障 

い
た
し
候
哉
之
旨
、
御
糺
有
之
候
得
と
も 

前
書
奉
申
上
候
通
、
当
五
月
已
来
壱
艘
も 

川
下
ヶ
無
之
、
且
当
六
月
中
小
倉
村 

役
人
方
へ
申
遣
し
候
者
、
谷
村
御
役
所
ゟ
之 

御
引
合
御
印
鑑
無
之
候
而
者
先
例
ニ 

相
外
れ
候
間
、
此
末
通
船
有
之
候
節
、
差 

支
ニ
不
相
成
た
め
心
添
い
た
し
遣
候 

義
ニ
而
、
無
謂
奥
畑
番
所
ニ
お
ゐ
て
川
下
ヶ 

故
障
い
た
し
候
儀
ニ
者
無
之
旨
、
右 

御
番
所
江
申
立
候
所
、
右
者
江
戸 

御
役
所
江
其
段
申
立
候
旨
被 

仰
渡 

候
間
、
依
之
此
段
書
面
を
以
、
御
届
奉 

申
上
候
、
以
上 
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古
文
書
文
中
の
語
意 

 

鑑
札…
あ
る
種
の
営
業
や
行
為
に
対
し
て
役
所
が
与
え
る
許
可
証
。 

故
障…
異
議
。
申
し
立
て
る
事
。
差
支
え
。 

旨…

そ
の
む
ね
と
読
み
。
そ
の
よ
う
な
内
容
・
そ
の
よ
う
な
話
。 

間…

何
々
な
の
で
。…

の
故
に
。 

趣…

事
情
。
成
り
行
き
。
よ
う
す
。 

折
節…

た
ま
た
ま
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
。 

筋…

つ
な
が
り
の
あ
る
方
面
・
関
係
の
者
。 

糺
す…

取
り
調
べ
て
物
事
の
理
非
を
明
ら
か
に
す
る
。
罪
過
や
過
誤
を
追
求
す
る
。 

心
添
え…

親
身
に
な
っ
て
注
意
や
忠
告
す
る
事
。 

義…

意
味
。
理
由
。 

段…

次
第
。
こ
と
。 

無
謂…

 

し
か
る
べ
き
理
由
が
な
い
。
訳
が
わ
か
ら
な
い
。
無
法
の
意
。 

 

奥
畑
番
所
状
２
８-

① 

訳 

「
相
州
津
久
井
県
若
柳
村
奥
畑
下
人
改
め
所
兼
帯
名
主
山
三
郎
申
上
げ
ま
す
。
鷲
巣
伊

左
衛
門
様
御
知
行
所
で
同
州
同
県
小
倉
村
の
平
五
郎
は
、
去
年
の
天
保
二
年
卯
（
一
八

一
九
）
の
十
一
月
よ
り
当
辰
、
天
保
三
年
（
一
八
二
〇
）
四
月
迄
、
郡
内
領
秋
山
村
よ

り
焼
出
炭
を
高
瀬
船
ニ
積
み
、
川
下

①

ケ
致
し
た
い
と
云
う
事
で
、
鑑
札
を
渡
す
の
で
、
そ

れ
に
引
合
す
べ
く
鑑
札
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
お
受
取
り
成
さ
れ
た
と
の
御
用
状
を
、
柴
田

善
之
丞
様
の
谷
村
御
役
所
よ
り
、
去
る
去
年
十
一
月
中
に
送
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
、
右
の

炭
を
滞
り
な
く
通
し
ま
し
た
処
、
当
五
月
中
、
な
お
ま
た
一
艘
の
炭
積
送
り
舟
が
来
ま

し
た
の
で
、
谷
村
御
役
所
の
御
用
状
に
は
四
月
迄
と
あ
り
ま
す
が
、
御
用
炭
の
事
な
の

で
今
般
は
通
船
さ
せ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

②

は
奥
畑
下
を
通
る
筏
舟
は
、
谷
村
御
役
所
の

引
合
せ
御
印
鑑
無
き
者
は
通
る
事
は
出
来
な
い
趣
、
平
五
郎
方
へ
申
し
通
す
様
に
船

頭
・
・
・
」 

奥
畑
番
所
状
２
８-

② 

訳 

「
・
・
・
共
へ
断
り
遣
わ
し
た
処
、
同
天
保
三
年
六
月
八
日
、
な
お
又
柴
田
善
之
亟
様

の
谷
村
御
役
所
よ
り
申
し
来
た
の
は
、
甲
州
郡
内
領
秋
山
村
の
内
、
阿
寺
沢
組
の
稼
山

よ
り
焼
き
出
し
た
炭
と
、
寸
沢
嵐
村
の
御
林
炭
と
足
し
て
一
万
俵
を
調
達
し
た
い
旨
を

平
五
郎
が
阿
寺
沢
組
の
者
と
対
談
し
、
江
戸
炭
会
所
へ
願
い
出
て
、
ま
た
其
の
願
い
の

趣
を
谷
村
御
役
所
に
も
願
い
出
し
、
そ
の
話
し
合
い
を
し
た
処
、
当
辰
歳
よ
り
午
歳
ま

で
の
二
年
間
、
聞
き
入
れ
ら
れ
御
下
知
を
頂
い
た
の
で
、
右
の
納
入
炭
高
瀬
舟
に
積
み

込
み
川
下
げ
し
、
江
戸
柳
原
新
橋
の
炭
会
所
置
場
ま
で
運
送
す
る
に
付
、
今
般
平
五
郎

は
阿
寺
沢
組
役
人
共
へ
申
渡
し
、
通
船
に
差
支
え
な
い
様
に
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
る
様

に
と
の
御
用
状
を
私
共
へ
遣
わ
し
て
き
ま
し
た
が
、
右
は
正
保

③

年
中
よ
り
都
留
郡
内
領
よ

り
色
々
な
物
を
川
下
げ
致
す
分
け
は
、
谷
村
御
役
所
よ
り
引
合
せ
・
・
・
」 

奥
畑
番
所
状
２
８-

③ 

訳 

「
・
・
・
の
御
印
鑑
と
御
達
書
を
添
え
て
私
方
へ
出
し
、
船
頭
は
同
様
に
焼
印
鑑
の
腰
札

を
持
参
し
引
合
せ
、
川
下
げ
の
許
可
を
し
て
居
る
処
に
、
当
六
月
中
、
谷
村
御
役
所
よ
り

の
御
達
し
書
の
御
文
言
が
い
つ
も
の
先
例
と
は
異
な
り
、
引
合
せ
る
御
印
鑑
も
持
参
な

く
、
こ
の
様
だ
と
此
の
上
、
通
船
に
も
差
支
え
、
歴
代
成
し
て
来
て
い
る
先
例
の
通
り
御

達
し
書
並
び
に
引
合
せ
印
鑑
を
私
方
へ
差
し
出
す
様
に
、
平
五
郎
か
ら
谷
村
御
役
所
へ
願

う
様
に
小
倉
村
役
人
へ
数
度
懸
合
ま
し
た
が
、
当
月
、
十
一
月
二
十
九
日
に
な
り
、
平

五
郎
が
や
っ
て
来
て
聞
く
事
に
よ
る
と
、
平
五
郎

④

所
持
の
焼
印
を
引
き
合
わ
せ
に
し
て
通

船
し
て
く
れ
る
様
、
申
さ
れ
た
が
そ
の
様
で
あ
っ
て
は
先
例
に
外
れ
る
事
で
あ
り
、
そ
の

鑑
札
で
は
通
す
事
は
で
き
な
い
の
で
、
先
例
が
あ
る
通
り
の
引
合
せ
印
鑑
を
持
参
す
る
よ

う
申
し
遣
わ
し
た
処
、
先
月
・
・
・
」 

奥
畑
番
所
状
２
８-

④ 

訳 

「
・
・
・
十
月
二
十
六
日
、
荒
川
御
番
所
よ
り
三
判
持
参
し
て
く
る
よ
う
に
と
の
御
書

付
け
を
頂
戴
し
た
の
で
、
同
二
十
八
日
、
荒
川
御
番
所
へ
出
頭
し
た
処
、
小
倉
村
の
平

五
郎
が
寸
沢
嵐
村
御
林
炭
と
し
て
秋
山
村
よ
り
焼
き
出
し
た
炭
を
、
追
々
川
下
げ
し
た

処
、
奥
畑
下
人
改
め
所
か
ら
異
議
の
申
し
立
て
が
あ
り
、
川
下
げ
に
差
支
え
て
い
る
事

を
申
し
立
て
ら
れ
、
荒
川
御
番
所
か
ら
は
早
々
に
川
下
げ
す
る
様
に
と
仰
せ
聞
か
さ
れ

た
の
で
、
前
書
の
始
末
を
追
々
申
し
上
げ
た
処
、
そ
の
時
、
平
五
郎
も
御
番
所
へ
出
頭
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し
、
私
は
勿
論
、
御
番
所
役
人
の
山
田
清
次
兵
衛
様
よ
り
も
、
先
例

⑤

が
あ
る
通
り
谷
村
御

役
所
へ
御
引
合
せ
の
御
印
鑑
を
お
願
い
し
、
通
船
致
す
べ
く
様
に
言
い
聞
か
せ
た
が
、
今

も
っ
て
引
合
せ
印
鑑
は
勿
論
、
右
の
御
用
炭
も
今
も
っ
て
川
下
げ
し
な
い
で
い
る
処
に
、

猶
又
、
荒
川
御
番
所
よ
り
私
共
へ
御
尋
ね
・
・
・
」 

奥
畑
番
所
状
２
８-
⑤ 

訳 
 

「
・
・
・
が
あ
り
、
早
々
に
出
頭
せ
よ
と
の
御
書
付
を
頂
戴
し
た
の
で
、
当
十
一
月
十

八
日
、
荒
川
御
番
所
へ
出
か
け
た
処
、
先
月
十
月
二
十
八
日
に
も
申
渡
し
て
あ
る
様

に
、
如
何
い
う
訳
で
御
用
炭
通
船
さ
せ
る
の
に
異
議
が
あ
る
の
か
と
、
追
及
さ
れ
ま
し

た
が
、
前
書
に
既
に
申
し
上
げ
て
い
る
様
に
、
当
五
月
よ
り
壱
艘
の
川
下
げ
も
無
く
、

且
つ
六
月
中
に
小
倉
村
役
人
方
へ
申
し
遣
わ
し
て
い
る
様
に
、
谷
村
御
役
所
よ
り
の
御

引
合
せ
の
御
印
鑑
が
な
く
て
は
先
例
に
反
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
通
船
あ
る
時
は

差
支
え
に
な
ら
ぬ
様
、
御
忠
告
申
し
上
げ
た
次
第
で
、
謂
わ
れ
も
な
く
奥
畑
番
所
で
川

下
げ
に
異
議
を
申
し
た
の
で
は
な
い
事
を
、
荒
川
御
番
所
へ
申
し
立
て
た
処
、
右
荒
川

番
所
は
江
戸
の
御
役
所
へ
そ
の
事
を
申
し
伝
え
て
い
る
と
の
事
、
よ
っ
て
此
の
事
を
書

面
に
て
お
届
け
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
」 

 

       

こ
の
古
文
書
は
長
状
で
、
五
枚
写
真
に
区
切
っ
て
掲
載
致
し
ま
し
た
。
内
容
的
に
は

既
に
五
枚
の
古
文
書
写
真
の
下
に
解
読
を
載
せ
、
さ
ら
に
、
現
代
語
訳
も
記
載
し
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
読
み
間
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
記
載
内
容
を
辿
っ

て
み
る
事
に
し
ま
す
。 

古
文
書
内
容 

小
倉
村
平
五
郎
が
天
保
二
年
（
一
八
一
九
）
卯
の
十
一
月
よ
り
当
辰
、
天
保
三
年

（
一
八
二
〇
）
四
月
迄
、
郡
内
領
秋
山
村
よ
り
焼
出
炭
を
出
す
事
に
な
り
、
奥
畑
改
め

所
は
引
合
せ
の
鑑
札
を
渡
し
、
谷
村
御
役
所
の
柴
田
善
之
亟
よ
り
御
用
状
も
十
一
月
中

に
届
い
た
の
で
御
用
炭
船
を
滞
り
な
く
通
船
さ
せ
た
。
し
か
し
、
谷
村
御
役
所
の
御
用

状
に
は
四
月
迄
と
の
約
束
で
あ
る
が
、
五
月
中
に
ま
た
一
艘
の
炭
積
送
り
舟
が
あ
り
、

御
用
炭
で
あ
る
の
で
止
む
無
く
通
船
さ
せ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
奥
畑
下
を
通
る
筏
舟
は

谷
村
御
役
所
か
ら
の
引
合
せ
御
印
鑑
無
き
者
は
通
る
事
は
出
来
な
い
事
を
、
平
五
郎
方

へ
伝
え
た
。 

天
保
三
年
辰
の
六
月
八
日
、
な
お
又
柴
田
善
之
亟
様
の
谷
村
御
役
所
よ
り
、
平
五
郎

が
阿
寺
沢
組
役
人
と
相
談
し
、
甲
州
郡
内
領
秋
山
村
の
内
、
阿
寺
沢
組
の
焼
き
出
し
炭

と
、
寸
沢
嵐
村
の
御
林
炭
と
足
し
て
一
万
俵
を
調
達
し
た
い
旨
、
江
戸
炭
会
所
へ
お
願

い
し
、
ま
た
谷
村
御
役
所
に
も
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
当
辰
歳
よ
り
天
保
五
年
午
歳
ま
で

の
二
年
間
の
御
許
し
が
出
て
、
右
の
御
用
炭
を
高
瀬
舟
に
積
み
江
戸
柳
原
新
橋
の
炭
会

所
置
場
ま
で
、
川
下
げ
す
る
事
と
な
っ
た
。
平
五
郎
は
阿
寺
沢
組
役
人
共
へ
申
渡
し
、

そ
の
為
の
御
用
状
も
奥
畑
改
め
所
へ
持
参
し
た
。 

し
か
し
、
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
は
、
正
保
年
中
よ
り
都
留
郡
内
領
か
ら
の
川
下
げ

は
、
御
印
鑑
と
御
達
書
を
添
え
て
奥
畑
改
め
所
へ
提
出
し
、
船
頭
は
同
様
に
焼
印
鑑
の

腰
札
を
持
参
し
、
引
合
せ
て
川
下
げ
の
許
可
を
し
て
居
る
が
、
当
六
月
中
の
谷
村
御
役

所
よ
り
の
御
達
し
書
の
御
文
言
が
い
つ
も
の
先
例
と
は
異
な
り
、
引
合
せ
る
御
印
鑑
も

持
参
し
て
い
な
い
の
で
、
歴
代
の
先
例
の
通
り
御
達
し
書
と
引
合
印
鑑
を
出
す
様
に
小

倉
村
役
人
へ
掛
け
合
っ
て
い
た
。
す
る
と
十
一
月
二
十
九
日
、
平
五
郎
が
や
っ
て
来

て
、
自
分
所
持
の
焼
印
鑑
で
通
し
て
く
れ
る
様
に
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、
先
例
が
あ
る

通
り
引
合
の
印
鑑
を
持
参
す
る
よ
う
に
申
し
遣
わ
し
た
の
で
あ
る
。 

相
州
津
久
井
縣
若
柳
村 

奥
畑
改
所 

兼
帯
名
主 

天
保
三
辰
年
閏
十
一
月 

 
 
 

山
三
郎 

○印 

 

江
川
太
郎
左
衛
門
様 

 
 
 
 
 
 

御
役
所 

公文書館所蔵 奥畑番所状２８ 最後 
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す
る
と
、
先
月
の
十
月
二
十
六
日
、
荒
川
御
番
所
よ
り
三
判
持
参
し
て
出
頭
せ
よ
と

の
御
書
付
を
頂
い
た
の
で
、
二
十
八
日
出
向
く
と
、
御
番
所
の
言
う
事
に
は
、
平
五
郎

が
寸
沢
嵐
村
御
林
炭
と
し
て
秋
山
村
よ
り
焼
き
出
し
た
炭
を
、
川
下
げ
し
よ
う
と
し
た

処
、
奥
畑
下
人
改
め
所
か
ら
異
議
が
あ
り
、
川
下
げ
に
差
支
え
て
い
る
旨
を
申
出
て
い

て
、
荒
川
御
番
所
か
ら
は
直
ぐ
に
で
も
川
下
げ
す
る
様
に
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
前

書
の
先
例
の
始
末
を
追
々
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
平
五
郎
も
御
番
所
へ
出
頭
し
て
き
た

の
で
、
私
と
御
番
所
役
人
の
山
田
清
次
兵
衛
様
か
ら
、
先
例
が
あ
る
通
り
谷
村
御
役
所

へ
御
引
合
せ
の
御
印
鑑
を
お
願
い
し
、
通
船
致
す
様
促
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
引
合
せ

印
鑑
は
勿
論
、
右
の
御
用
炭
も
今
も
っ
て
川
下
げ
し
な
い
で
い
た
。 

す
る
と
当
十
一
月
十
八
日
に
な
り
、
荒
川
御
番
所
よ
り
再
度
、
出
頭
せ
よ
と
の
御
書

付
が
あ
り
、
荒
川
番
所
へ
に
出
向
く
と
、
何
故
に
先
月
の
十
月
二
十
八
日
の
御
用
炭
通

船
の
奥
畑
番
所
の
差
し
障
り
に
つ
い
て
糺
さ
れ
た
。
前
書
に
も
申
し
上
げ
て
あ
る
通

り
、
五
月
か
ら
は
川
下
げ
も
無
く
、
ま
た
六
月
中
の
川
下
げ
通
船
の
改
め
に
つ
い
て

は
、
小
倉
村
役
人
へ
も
事
前
に
知
ら
せ
て
あ
る
如
く
、
谷
村
御
役
所
よ
り
の
御
印
鑑
が

無
く
、
先
例
に
違
反
し
て
い
る
為
、
川
下
げ
に
異
議
を
申
し
立
て
た
事
だ
け
で
あ
る
旨

を
、
荒
川
番
所
へ
申
し
伝
え
た
処
、
荒
川
番
所
か
ら
も
そ
の
内
容
を
江
戸
柳
原
新
橋
の

炭
会
所
置
場
御
役
所
へ
伝
え
る
事
に
な
っ
た
。
そ
の
旨
を
、
江
川
太
郎
左
衛
門
御
役
所

へ
届
け
た
の
で
あ
る
。 

奥
畑
下
川
通
り
人
改
の
方
法 

「
公
文
書
館
所
蔵 

奥
畑
番
所
状
２
８
」
の
、
五
枚
の
古
文
書
写
真
の
現
代
訳
を
五
つ

に
分
け
前
記
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
奥
畑
番
所
改
め
の
方
法
に
関
係
す
る
個
所
を
太
字

に
し
て
、
そ
の
文
の
最
初
に
丸
数
字
で
ル
ビ
を
し
て
い
る
。
そ
こ
の
ル
ビ
個
所
の
丸
数

字
を
次
に
抜
粋
し
解
読
し
て
見
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
」
の
方
法

を
分
析
し
て
見
よ
う
と
思
う
。 

①
「
川
下
ケ
致
し
た
い
と
云
う
事
で
、
鑑
札
を
渡
す
の
で
、
そ
れ
に
引
合
す
べ
く
鑑
札
を
遣

わ
し
ま
し
た
。
お
受
取
り
成
さ
れ
た
と
の
御
用
状
を
、
柴
田
善
之
丞
様
の
谷
村
御
役
所
よ

り
、
去
る
去
年
十
一
月
中
に
送
っ
て
来
ら
れ
た
」 

＊
川
下
げ
す
る
場
合
に
は
鑑
札
が
必
要
で
、
そ
の
鑑
札
を
奥
畑
改
め
所
か
ら
谷
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

御
役
所
へ
渡
し
、
そ
の
鑑
札
に
よ
り
御
用
炭
の
川
下
げ
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
他
に

川
下
げ
す
る
為
の
谷
村
御
役
所
か
ら
の
御
用
状
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

＊
し
か
し
、
こ
の
文
内
容
の
「
鑑
札
」
と
、
次
の
②
に
出
て
来
る
「
谷
村
御
役
所
御
印

鑑
と
の
合
印
」
と
の
関
係
が
今
一
つ
理
解
で
き
な
い
所
で
も
あ
る
。 

②
「
こ
れ
か
ら
は
奥
畑
下
を
通
る
筏
舟
は
、
谷
村
御
役
所
の
引
合
せ
御
印
鑑
無
き
者
は 

通
る
事
は
出
来
な
い
趣
」 

＊
奥
畑
下
を
通
過
す
る
船
は
谷
村
御
役
所
か
ら
渡
さ
れ
る
御
印
鑑
と
、
奥
畑
改
め
所

に
届
け
出
て
あ
る
谷
村
御
役
所
の
印
鑑
と
の
引
き
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
と
言
う

事
で
あ
ろ
う
。 

③
「
右
は
正
保
年
中
よ
り
都
留
郡
内
領
よ
り
色
々
な
物
を
川
下
げ
致
す
分
け
は
、
谷
村
御

役
所
よ
り
の
御
印
鑑
と
御
達
書
を
添
え
て
私
方
へ
出
し
、
船
頭
は
同
様
に
焼
印
鑑
の

腰
札
を
持
参
し
引
合
せ
、
川
下
げ
の
許
可
を
し
て
居
る
処
に
、
当
六
月
中
、
谷
村
御

役
所
よ
り
の
御
達
し
書
の
御
文
言
が
い
つ
も
の
先
例
と
は
異
な
り
、
引
合
せ
る
御
印

鑑
も
持
参
な
く
、
こ
の
様
だ
と
此
の
上
、
通
船
に
も
差
支
え
、
歴
代
成
し
て
来
て
い

る
先
例
の
通
り
御
達
し
書
並
び
に
引
合
せ
印
鑑
を
私
方
へ
差
し
出
す
様
」 

＊
「
正
保
年
中
よ
り
」
と
は
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
一
号
』
「
奥
畑
下
川
通
り
人 

改
所
（
一
）
」
の
十
七
頁
に
、
す
で
に
奥
畑
下
川
改
め
所
の
設
置
に
つ
い
て
掲 

載
し
た
が
、
そ
こ
で
は
正
保
四
年
の
二
月
、
代
官
野
村
彦
太
夫
宛
に
、
若
柳
村
奥

畑
の
弥
次
右
衛
門
、
同
村
山
口
の
庄
兵
衛
、
同
村
奥
畑
伊
右
衛
門
の
三
人
が
書
付

を
提
出
し
、
谷
村
領
主
と
な
っ
た
秋
元
越
中
守
様
が
材
木
を
都
留
郡
内
の
谷
村
か

ら
川
下
げ
を
す
る
に
付
き
、
上
乗
り
人
改
め
を
依
頼
さ
れ
た
書
付
の
事
を
言
っ
て

い
る
。 

＊
正
保
四
年
の
前
記
を
先
例
に
し
て
、
谷
村
御
役
所
よ
り
の
御
印
鑑
と
御
達
書
を
奥

畑
改
め
所
に
差
し
出
し
、
そ
し
て
船
頭
に
は
焼
印
鑑
の
腰
札
を
持
参
さ
せ
て
川
下

げ
許
可
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
六
月
中
の
谷
村
御
役
所
よ
り
の
「
御
達
書
」

の
文
言
は
常
々
と
異
な
っ
て
い
た 
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＊
天
保
三
年
六
月
で
の
川
下
げ
で
は
、
奥
畑
改
め
所
保
管
の
谷
村
御
役
所
御
印
鑑
と

突
き
合
わ
せ
る
べ
き
、
谷
村
御
役
所
印
鑑
の
押
捺
も
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
い
つ

も
の
谷
村
御
役
所
か
ら
の
御
達
し
書
の
文
言
も
異
な
り
、
引
合
せ
の
御
印
鑑
の
押

捺
も
無
く
、
又
は
谷
村
御
役
所
の
印
鑑
持
参
も
無
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。 

④
「
平
五
郎
所
持
の
焼
印
を
引
き
合
わ
せ
に
し
て
通
船
し
て
く
れ
る
様
、
申
さ
れ
た
が
そ

の
様
で
あ
っ
て
は
先
例
に
外
れ
る
事
で
あ
り
、
そ
の
鑑
札
で
は
通
す
事
は
で
き
な
い

の
で
、
先
例
が
あ
る
通
り
の
引
合
せ
印
鑑
を
持
参
す
る
よ
う
申
し
遣
わ
し
た
」 

＊
平
五
郎
所
持
の
焼
印
、
つ
ま
り
個
人
的
な
請
負
人
の
鑑
札
で
は
通
船
さ
せ
る
事
は

で
き
な
い
。
先
例
の
通
り
、
谷
村
御
役
所
の
印
鑑
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

＊
請
負
人
に
渡
さ
れ
た
鑑
札
だ
け
で
は
通
船
さ
せ
る
事
は
で
き
な
い
。
谷
村
御
役
所

の
御
印
鑑
が
必
要
で
あ
っ
た
事
に
な
る
。
「
鑑
札
」
は
幕
府
が
与
え
る
営
業
許
可

書
で
あ
る
、
こ
の
④
の
内
容
か
ら
「
谷
村
御
役
所
御
印
鑑
」
と
「
鑑
札
」
と
は
同

じ
も
の
で
は
無
く
、
「
鑑
札
」
は
①
に
あ
る
様
に
谷
村
御
役
所
の
請
負
人
平
五
郎

に
渡
さ
れ
た
船
頭
の
腰
札
と
解
釈
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
？ 

 ⑤
「
先
例
が
あ
る
通
り
谷
村
御
役
所
へ
御
引
合
せ
の
御
印
鑑
を
お
願
い
し
、
通
船
致
す

べ
く
様
に
言
い
聞
か
せ
た
が
、
今
も
っ
て
引
合
せ
印
鑑
は
勿
論
」 

 

＊
「
奥
畑
下
人
改
め
所
」
を
通
る
に
は
谷
村
御
役
所
か
ら
出
る
「
御
印
鑑
」
と
、

奥
畑
下
改
め
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
谷
村
御
役
所
の
「
御
印
鑑
」
の
合
印
の
突

き
合
わ
せ
に
よ
り
通
船
で
き
た
の
で
あ
る
。 

＊
奥
畑
下
人
改
め
所
の
他
の
古
文
書
を
調
べ
る
と
、
御
用
川
下
げ
の
場
合
、
御
達

し
書
の
他
に
船
頭
・
か
こ
・
筏
乗
り
等
の
押
印
人
別
帳
と
、
奥
畑
改
め
所
に
登

録
さ
れ
た
そ
の
者
た
ち
の
合
印
も
必
要
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。 

＊
こ
れ
は
鼠
坂
関
所
を
通
行
す
る
近
郷
の
顔
見
知
り
の
百
姓
が
通
行
す
る
際
に
、
そ

の
者
の
村
名
主
印
鑑
照
合
の
形
式
と
似
通
う
事
で
あ
る
。 

 

ま 

と 

め 

 

こ
の
古
文
書
で
は
終
始
奥
畑
下
の
相
模
川
を
通
行
す
る
際
の
手
続
き
が
、
如
何
な
る

方
法
で
あ
る
か
を
、
小
倉
村
の
平
五
郎
が
請
負
っ
た
、
郡
内
領
秋
山
村
よ
り
焼
き
出
さ

れ
る
御
用
炭
文
書
を
通
し
て
知
る
事
が
出
来
る
。
小
倉
村
平
五
郎
の
炭
出
し
は
御
用
炭

の
川
下
げ
で
、
幕
府
が
必
要
と
す
る
炭
を
平
五
郎
が
請
け
負
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

御
用
炭
の
量
も
一
万
俵
の
調
達
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
谷
村
御
役
所
、
奥
畑
下
川
通
り

人
改
め
所
、
荒
川
番
所
そ
れ
ぞ
れ
先
例
に
基
づ
い
た
手
続
き
を
取
り
、
奥
畑
の
改
め
所

に
於
い
て
も
先
例
を
必
要
に
重
視
し
て
い
る
事
が
伺
え
る
。 

御
用
川
下
げ
で
は
、
筏
上
乗
り
人
や
水
夫
（
か
こ
）
、
そ
し
て
船
頭
は
常
に
腰
に
板

の
「
焼
印
鑑
札
」
（
川
下
げ
を
許
可
す
る
焼
印
木
札
）
を
吊
る
し
、
そ
れ
に
御
用
材
等

を
川
下
げ
す
る
村
の
支
配
者
あ
る
い
は
領
主
か
ら
、
ま
た
幕
府
か
ら
の
請
負
人
が
、
奥

畑
関
所
を
通
し
て
く
れ
る
様
に
願
い
出
た
「
御
達
し
書
」
、
そ
れ
に
御
達
し
書
に
あ
る

登
録
印
鑑
と
奥
畑
改
め
所
に
登
録
さ
れ
た
印
鑑
と
照
合
し
て
合
印
す
れ
ば
通
行
を
許
可

し
た
。
ま
た
、
御
用
物
の
川
下
げ
は
厳
し
く
、
他
の
古
文
書
に
は
、
船
頭
、
筏
上
乗
り

人
や
水
夫
（
か
こ
）
、
全
員
の
印
鑑
登
録
さ
れ
た
人
別
帳
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
の
者
の

印
鑑
帳
も
奥
畑
下
人
改
め
所
に
は
備
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
と
合
印
し
て
通
船
さ
せ
た
の
で

あ
ろ
う
。 

尚
、
「
鑑
札
」
は
営
業
や
行
為
に
対
し
て
役
所
が
与
え
る
許
可
証
で
あ
る
が
、
一
般

に
「
鑑
札
」
は
支
配
す
る
代
官
所
か
ら
出
さ
れ
た
。
天
保
年
間
の
津
久
井
県
若
柳
村
の

支
配
代
官
は
江
川
太
郎
左
衛
門
英
毅
で
あ
る
か
ら
、
韮
山
の
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英

毅
の
鑑
札
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
古
文
書
文
中
で
は
こ
の
鑑
札
は
谷
村
御
役
所

と
御
用
炭
請
負
人
の
平
五
郎
へ
渡
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。 

鼠
坂
関
所
通
行
は
先
号
の
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
三
号
』
「
三
、
奥
畑
下
川
通
り
人

改
め
所
（
三
）
鼠
坂
関
所
と
渡
船
」
で
鼠
坂
関
所
通
行
に
関
し
て
簡
略
に
記
し
て
い
る

が
、
鼠
坂
関
所
で
は
「
そ
の
者
の
村
名
主
の
印
鑑
と
鼠
坂
関
所
で
保
存
の
そ
の
者
の
村

名
主
の
印
鑑
と
照
合
し
て
通
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
鼠
坂
関
所
に
は
近
郷
各
村
の
名
主

や
組
頭
の
印
鑑
帳
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
村
人
が
通
行
許
可
を
求
め
る
「
御
達
し
書
」

の
書
付
に
は
、
通
行
人
の
正
体
を
明
ら
か
に
保
証
す
る
村
名
主
印
鑑
が
押
印
さ
れ
、
そ
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の
名
主
印
鑑
と
照
合
し
て
通
行
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
中
期
頃
か
ら
商

人
や
武
士
達
は
判
子
（
印
鑑
）
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
た
実
印
を
登
録
す

る
「
印
鑑
帳
」
も
使
用
さ
れ
る
様
に
な
り
、
こ
れ
は
現
在
の
「
印
鑑
登
録
」
に
当
た
る

も
の
で
あ
る
。
登
録
し
た
印
鑑
を
照
合
す
る
事
で
本
人
で
あ
る
か
、
事
実
で
あ
る
か
の

確
証
が
判
明
す
る
。 

「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
」
に
於
い
て
も
鼠
坂
関
所
と
同
様
、
近
郷
各
村
の
村
方
役

人
の
印
鑑
や
御
役
所
の
役
人
の
印
鑑
は
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
」
の
印
鑑
帳
と
し
て

登
録
保
存
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
元
に
奥
畑
下
人
改
め
も
川
下
り
す
る
筏
乗
り
・
船

頭
・
水
夫
（
か
こ
）
等
が
持
参
す
る
川
下
げ
通
行
許
可
書
に
押
印
さ
れ
た
御
役
所
役
人

や
村
役
人
の
印
鑑
と
引
合
せ
、
合
印
し
た
ら
通
船
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

平
五
郎
の
御
用
炭
川
下
げ
は
御
用
炭
で
あ
る
が
、
江
戸
の
後
期
に
な
る
と
各
村
に
於

い
て
、
稼
ぎ
渡
世
と
思
わ
れ
る
材
木
や
た
ば
こ
を
、
厚
木
や
平
塚
須
賀
浦
ま
で
川
下
げ

す
る
筏
や
高
瀬
舟
が
頻
繁
と
な
り
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
め
所
」
の
仕
事
も
増
大
し
た

よ
う
で
、
奥
畑
の
家
号
「
沖
西
」
「
と
ば
西
」
の
両
鈴
木
家
に
は
「
御
達
し
書
」
と
思 

 

わ
れ
る
「
覚
」
「
差
上
申
手
形
之
事
」
「
差
上
申
一
札
之
事
」
「
差
上
申
證
文
之
事
」

等
の
書
付
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
神
奈
川
県
の
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。 

こ
れ
等
の
保
存
さ
れ
て
い
る
「
御
達
書
」
の
内
容
は
、
厚
木
迄
の
「
た
ば
こ
」
の
川

下
げ
通
船
許
可
、
須
賀
浦
迄
の
松
筏
・
材
木
や
枕
木
の
川
下
げ
許
可
、
そ
し
て
柏
木
輸

送
の
通
船
許
可
証
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
付
に
は
鼠
坂
関
所
と
同
様
、
川
下
げ
す
る

村
の
役
人
で
あ
る
名
主
の
印
鑑
が
あ
り
、
こ
れ
と
奥
畑
下
川
人
改
め
所
の
印
鑑
帳
で
、

川
下
げ
元
の
名
主
印
鑑
と
引
合
せ
し
通
船
許
可
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
都
留
郡
内

領
の
上
野
原
鶴
島
や
新
田
村
名
主
の
名
前
も
見
る
事
が
出
来
る
。
奥
畑
下
の
人
改
め
所

で
は
、
郡
内
領
の
村
や
近
郷
の
村
は
、
鼠
坂
関
所
通
行
と
同
様
、
御
達
し
書
の
名
主
印

鑑
の
引
合
せ
で
簡
単
に
通
船
許
可
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

『
阿
比
乃
中
山 

第
十
三
号
』
第
十
三
号
で
は
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
」
と
「
鼠
坂

関
所
」
の
関
係
で
、
山
梨
県
大
月
市
の
真
木
温
泉
近
く
の
小
金
沢
山
の
御
運
上
材
木
川

下
げ
に
於
い
て
、
筏
乗
り
が
帰
り
の
時
、
鼠
坂
関
所
に
於
い
て
請
負
人
幸
田
庄
太
夫
の

腰
札
鑑
を
見
せ
て
通
路
し
よ
う
と
し
た
事
に
つ
い
て
述
べ
た
。
筏
乗
り
人
や
船
頭
、
水

夫
が
川
下
げ
の
仕
事
を
終
了
し
、
帰
る
際
に
は
、
ど
う
し
て
も
鼠
坂
関
所
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
請
負
人
の
腰
札
で
は
通
行
許
可
に
な
ら
な
い
事
を
前
号
で

は
掲
載
し
た
。
そ
の
時
は
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
め
所
」
で
の
添
書
が
必
要
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
添
書
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
奥
畑
の
役
人
か
ら
上

乗
り
人
が
帰
村
の
際
の
何
等
か
の
書
付
を
貰
っ
て
、
鼠
坂
関
所
を
通
行
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
奥
畑
下
の
役
人
に
御
役
所
か
ら
の
奥
畑
役
所
へ
の
「
御
達
し

書
」
を
見
せ
、
そ
れ
が
帰
村
の
際
の
関
所
通
行
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
添

書
き
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
個
所
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

写
真
①
の
公
文
書
館
藏
（
奥
畑
番
所
状
７
）
や
正
覚
寺
（
鈴
木
正
文
家
文
書
）
所
蔵

文
書
等
、
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
」
に
残
る
「
御
達
し
書
」
を
よ
く
見
る
と
次
の
様

な
文
面
も
あ
っ
た
。 

 
 
 

手
形
之
事 

一
舩
壱
艘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

船
頭
六
人 

右
者
煙
草
荷
物
積
厚
木
村
江
通
り
申
候
、 

上
下
無
相
違
御
通
被
成
可
被
下
候
、
依
而
如
件 

 
 
 
 

元
文
元
年 

 
 
 
 
 

郡
内
新
田
村 

 
 
 
 
 
 

辰
十
二
月
七
日 

 
 

 

庄
九
郎 

○印 

 
 

奥
畑
下 

 
 
 
 

御
番
所 

こ
れ
で
解
る
様
に
、
川
下
げ
の
御
達
し
書
に
於
い
て
、
「
上
下
無
相
違
」
と
あ
り
、

帰
り
も
通
し
て
く
れ
る
様
に
と
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
こ
の
内
容
が
帰
村
の
際
の
鼠
坂
関

所
通
行
許
可
を
求
め
た
文
書
な
の
か
、
相
模
川
に
沿
っ
て
船
を
曳
き
帰
る
際
の
、
奥
畑

下
通
行
の
許
可
も
願
い
出
て
い
る
も
の
か
な
の
か
の
判
断
も
難
し
い
が
、
こ
の
川
下
げ

に
携
わ
っ
た
山
梨
郡
内
人
の
、
帰
村
に
際
す
る
関
所
通
行
許
可
の
詳
細
は
、
こ
の
古
文

書
か
ら
大
体
判
断
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。 

『
阿
比
乃
中
山 
第
十
六
号
』
で
は
「
小
佛
関
所
の
通
過
」
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、

小
佛
関
所
で
は
手
形
に
つ
い
て
。
「
手
形
は
厳
重
に
扱
わ
れ
、
毎
年
正
月
、
前
年
度
分
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を
取
纏
め
て
、
関
守
の
一
人
が
携
帯
し
て
手
形
の
発
行
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
枚
で
も
紛
失
し
た
ら
閉
門
の
謹
慎
を
受
け
た
と
の
事
で

あ
る
。
こ
の
様
に
奥
畑
下
川
通
り
人
改
め
の
「
通
行
許
可
書
」
「
御
達
し
書
」
「
覚
」

等
も
厳
重
な
保
存
義
務
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

「
奥
畑
下
川
通
人
改
め
所
」
に
つ
い
て
、
川
下
げ
の
御
達
し
書
に
は
宛
先
と
し
て
奥

畑
下
「
御
番
所
」
「
御
関
所
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
村
役
人
の 

若

柳
村
・
寸
沢
嵐
村
の
両
名
主
と
他
一
人
の
三
人
で
川
番
が
勤
め
ら
れ
て
い
た
。
鼠
坂
関

所
の
様
に
三
つ
道
具
、
罪
人
を
捕
ら
え
る
の
に
用
い
た
突
棒 (

つ
く
ぼ
う) 

・ 

刺
股 

(

さ
す
ま
た) 

・ 

袖
搦 (

そ
で
が
ら
み) 

が
有
っ
た
分
で
は
な
い
。
奥
畑
で
は
川
下
げ

す
る
人
物
改
め
の
み
で
あ
る
。
別
に
不
許
可
で
川
を
下
っ
て
も
、
下
流
に
は
「
荒
川
御

番
所
」
の
役
人
も
い
る
、
御
法
度
破
り
は
村
名
主
か
ら
御
代
官
様
に
も
連
絡
は
伝
わ
る

し
、
見
つ
か
れ
ば
斬
首
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
点
、
奥
畑
下
改
め
所
に
は
警
棒
的
な
物

も
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
天
保
四
巳
年
の
十
一
月
に
は
、
甲
州
都
留
郡
の
柴
田
善
之
亟
が
御
代
官
で
あ
る

朝
日
曽
雌
（
ア
サ
ヒ
ソ
シ
）
村
山
内
の
御
材
木
切
り
出
し
で
、
〆
て
百
十
四
人
の
川
下

げ
人
の
通
船
許
可
書
「
差
上
申
一
札
之
事
」
を
、
御
用
材
請
負
人
・
江
戸
鉄
砲
洲
本
湊

町
（
て
っ
ぽ
う
ず
ほ
ん
み
な
と
ち
ょ
う
）
柳
原
屋
角
兵
衛
代
・
林
助
が
奥
畑
御
関
所
・

御
番
人
中
宛
に
出
し
て
い
る
。
江
戸
鉄
砲
洲
本
湊
町
は
現
在
の
中
央
区
一
丁
目
で
、
こ

こ
は
江
戸
時
代
、
商
船
の
荷
揚
場
や

艀
は
し
け

に
積
み
替
え
る
港
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
湊
町
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
様
に
江
戸
の
後
期
に
は
流
通
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
天
保
三
～

四
年
頃
は
、
「
奥
畑
下
川
通
人
改
め
所
」
を
通
過
す
る
船
筏
が
頻
繁
で
あ
っ
た
事
が
伺

え
る
。 

＊
朝
日
曾
雌
村
は
、
都
留
市
の
東
端
に
位
置
し
、
桂
川
の
支
流
朝
日
川
の
上
流
域
に
あ 

る
山
あ
い
の
村
で
あ
る
。
現
在
は
緑
区
藤
野
牧
野
か
ら
秋
山
、
そ
し
て
都
留
市
へ
向

か
う
県
道
三
十
五
号
線
（
四
日
市
場
上
野
原
線
）
の
、
新
雛
鶴
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
、

都
留
市
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
試
線
を
越
え
た
辺
り
の
地
域
で
あ
る
。 

 

相
模
川
に
よ
る
川
下
げ
は
、
「
奥
畑
下
川
通
人
改
所
」
に
関
す
る
古
文
書
か
ら
、
現

在
の
大
月
市
や
都
留
市
方
面
の
桂
川
支
流
か
ら
の
川
下
げ
が
可
能
で
あ
っ
た
様
で
、
山

梨
県
大
月
市
の
真
木
温
泉
近
く
の
小
金
沢
山
の
御
運
上
材
木
の
川
下
げ
、
先
述
の
郡
内

領
秋
山
村
阿
寺
沢
よ
り
御
用
炭
の
川
下
げ
、
都
留
郡
朝
日
曽
雌
（
ア
サ
ヒ
ソ
シ
）
村
山

内
の
御
材
木
川
さ
げ
等
が
あ
っ
た
。
次
回
に
で
も
「
奥
畑
下
川
通
人
改
所
」
の
「
御
達

書
」
等
の
分
析
で
も
試
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
相
模
平
塚
の
須
賀
浦
か
ら
五
～
六

十
キ
ロ
も
離
れ
た
辺
鄙
な
甲
斐
の
山
の
、
都
留
郡
内
桂
川
の
奥
地
の
支
流
か
ら
須
賀
浦

迄
、
筏
を
組
み
御
材
木
や
御
用
炭
を
運
搬
し
て
い
た
事
に
つ
い
て
は
驚
く
ば
か
り
で
あ

る
。 最

後
に
、
相
模
川
・
桂
川
の
川
下
げ
で
、
朝
日
曽
雌
（
ア
サ
ヒ
ソ
シ
）
村
山
内
の
御

材
木
切
り
出
し
、
〆
て
百
十
四
人
の
川
下
げ
人
の
通
船
許
可
書
と
、
そ
の
御
用
材
請
負

人
・
江
戸
鉄
砲
洲
本
湊
町
（
て
っ
ぽ
う
ず
ほ
ん
み
な
と
ち
ょ
う
）
柳
原
屋
角
兵
衛
代
・

林
助
に
関
す
る
古
文
書
、
そ
し
て
、
秋
山
村
の
阿
寺
沢
稼
山
か
ら
の
炭
と
寸
沢
嵐
村
の

炭
を
合
わ
せ
て
、
一
万
俵
を
御
用
炭
と
し
て
高
瀬
舟
に
積
み
、
江
戸
柳
原
新
橋
の
炭
会

所
置
場
ま
で
、
川
下
げ
す
る
古
文
書
も
あ
り
。
江
戸
後
期
、
山
梨
県
都
留
や
大
月
、
そ

し
て
相
模
湖
や
内
郷
寸
沢
嵐
村
で
も
御
林
山
か
ら
炭
を
川
下
げ
し
、
御
用
炭
と
し
て
江

戸
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た
事
が
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
か
ら
理
解
す
る
事
が
出
来
た
。 

ま
だ
他
に
残
さ
れ
た
「
奥
畑
下
川
通
人
改
所
」
に
関
す
る
古
文
書
も
多
い
、
こ
れ
ら

の
古
文
書
調
査
か
ら
、
更
な
る
朝
日
曽
雌
（
ア
サ
ヒ
ソ
シ
）
村
山
内
か
ら
の
御
材
木
切

り
出
し
、
寸
沢
嵐
村
御
林
の
御
用
炭
川
下
げ
に
関
す
る
詳
細
が
研
究
さ
れ
、
解
明
さ
れ

る
事
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る 

写真① 手形之事  

奥畑番所状 7 
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郷
土
民
話
伝
説 

三
、
中
学
生
が
収
集
し
た
内
郷
の
民
話 

 

は
じ
め
に 

今
回
ご
紹
介
す
る
「
中
学
生
が
収
集
し
た
内
郷
の
民
話
」
は
『
う
ち
ご
う
む
ら
む
か

し
ば
な
し 

内
郷
民
話
拾
遺
』
と
し
て
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
、
内
郷
中
学
校

二
年
生
が
諸
角
弘
先
生
の
も
と
、
内
郷
村
の
古
老
や
住
民
か
ら
聞
い
た
民
話
を
纏
め
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
六
十
四
年
も
前
の
記
録
文
集
で
あ
る
。
偶
然
、
相
模
湖
歴
史

研
究
会
員
の
沼
本
に
お
住
い
の
大
谷
均
さ
ん
も
当
時
中
学
二
年
生
で
、
こ
の
民
話
文
集

に
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
思
い
出
が
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

民
話
と
は
、
過
去
の
本
来
の
内
容
か
ら
枝
葉
が
付
け
ら
れ
、
現
在
に
語
り
継
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
事
が
多
い
。
ま
た
歴
史
的
な
民
話
伝
説
は
当
時
直
接
的
に
も
間
接
的
に

も
関
わ
っ
た
祖
先
か
ら
の
言
い
伝
え
は
、
家
を
守
ろ
う
と
す
る
正
善
的
な
伝
承
が
あ

り
、
偏
っ
た
本
来
の
内
容
か
ら
逸
脱
し
た
民
話
伝
説
も
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
近
年
の
町
史
編
纂
事
業
に
於
て
、
歴
史
研
究
家
や
民
俗
研
究
者
に
よ
っ
て
正
し
く

解
明
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
。 

今
か
ら
六
十
四
年
前
の
中
学
二
年
生
が
収
集
し
た
内
郷
の
民
話
で
あ
る
。
現
在
の
私

た
ち
に
多
く
の
歴
史
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
も
う
一
度
こ
の
民
話
を
元
に
新

た
に
歴
史
や
民
話
・
伝
説
の
信
憑
性
を
求
め
て
歴
史
解
明
に
研
究
努
力
す
る
事
は
、
現

在
の
私
た
ち
に
は
必
要
と
さ
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
民
話
集
の
「
ま
え
が
き
」
を
書
か
れ
て
い
る
内
郷
中
学
校
二
年
生
の
担
任
で
あ

る
諸
角
弘
先
生
は
、
内
郷
中
学
校
に
は
長
年
、
赴
任
さ
れ
て
い
て
、
あ
る
年
齢
以
前
の

住
人
は
諸
角
先
生
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
程
、
生
徒
や
父
母
に
も
人
気
者
の
先
生
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
筆
者
も
内
郷
中
学
時
代
の
諸
角
先
生
に
は
教
え
を
頂
い
て
い
る
。 

 

余
談
で
あ
る
が
こ
の
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
四
号
』
を
書
き
上
げ
て
い
る
令
和
三
年

の
二
月
頃
だ
と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
昨
年
以
上
に
引
き
続
き
、
こ
の
年
は
コ

ロ
ナ
が
蔓
延
し
た
。
筆
者
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
ら
、
上

野
原
塚
場
地
区
に
あ
る
神
職
の
い
な
い
「
疱
瘡
神
社
」
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
鎮
静
を
願
っ

て
お
参
り
す
る
方
が
多
く
、
神
社
を
守
る
地
元
人
の
氏
子
総
代
と
し
て
、
内
郷
中
学
校

の
先
生
で
あ
っ
た
長
老
の
諸
角
弘
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー―

を
受
け
ら
れ
て
い
た
。
既

に
九
十
代
を
過
ぎ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
『
阿
比
乃
中
山
』
が
発
刊
の
時
、
ま
だ
元

気
で
在
ら
れ
た
ら
と
願
う
次
第
で
あ
る
。 

つ
い
で
な
が
ら
一
寸
、
民
話
・
伝
説
に
関
係
し
た
事
な
の
で
、
上
野
原
の
「
疱
瘡
神

社
」
に
つ
い
て
の
由
来
と
写
真
を
を
ネ
ッ
ト
か
ら
コ
ピ
ー
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
最
後
に

紹
介
し
て
見
よ
う
。
（
写
真
②
） 

 

江
戸
初
期
、
疱
瘡
神
を
祭
る
神
社
が
あ
る
越
前
・
湯
尾
（
ゆ
の
お
）
峠
（
今
の
福
井
県
南
越
前

町
）
出
身
で
諸
国
を
巡
っ
て
い
た
高
齢
女
性
が
塚
場
地
区
で
倒
れ
た
。
天
然
痘
の
跡
が
残
る
あ
ば

た
顔
で
、
「
疱
瘡
神
を
祭
れ
ば
、
必
ず
疫
病
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
」
と
言
い
残
し
て
亡
く
な
っ
た
。

女
性
は
疱
瘡
婆
さ
ん
と
呼
ば
れ
た
。
人
々
は
湯
尾
峠
ま
で
行
っ
て
疱
瘡
神
の
分
霊
を
迎
え
、
万
治

四
（
一
六
六
一
）
年
に
塚
場
地
区
に
疱
瘡
神
社
を
つ
く
っ
た
。
神
社
に
残
る
木
札
に
は
「
そ
の

後
、
村
が
栄
え
た
」
と
言
う
記
述
が
あ
る
と
の
事
。 

写真② 上右 諸角弘氏  下 御神体疱瘡婆 



  

- 17 - 

内
郷
民
話
拾
遺
（
う
ち
ご
う
の
む
か
し
ば
な
し
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

内
郷
中
学
校
二
年
・
編 

ま
え
が
き 

「
み
ん
な
が
小
さ
い
時
、
お
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
昔
話
を
話
し
て
ご
ら
ん
。
」
国
語
の

時
間
、
み
ん
な
へ
の
こ
の
こ
と
ば
に
私
を
お
ど
ろ
か
せ
た
の
は
「
そ
ん
な
の
聞
か
な
い

や
。
」
と
い
う
一
斉
の
声
で
し
た
。
そ
れ
は
ほ
ん
と
で
し
ょ
う
か
。
昔
話
、
き
く
だ
け

で
私
は
幼
時
の
お
も
か
げ
が
浮
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。
月
の
都
に
住
む
人
を
幻
想
し
、

桃
太
郎
の
勇
壮
な
活
躍
に
手
に
汗
を
し
た
幼
時
を
ー
ー
。
し
か
し
、
み
ん
な
の
こ
と
ば

を
そ
の
ま
ま
う
け
と
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
く
な
る
の
を
お
ぼ
え
ま

す
。
前
に
小
仏
の
山
波
、
後
ろ
に
石
老
の
峰
、
村
を
め
ぐ
る
相
模
と
道
志
の
流
れ
、
と

い
う
こ
の
内
郷
は
、
景
色
の
美
し
さ
と
共
に
、
何
か
し
ら
の
む
か
し
話
を
伝
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
も
な
く
、
内
郷
に
生
い
育
つ
昔
話
を
さ
ぐ
る
仕

事
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、
み
ん
な
が
嘆
声
を
あ
げ
た
よ
う
に
、
た

し
か
こ
の
こ
と
は
困
難
な
も
の
で
し
た
。 

仕
事
の
途
中
「
家
の
人
に
も
聞
い
て
も
知

ら
な
い
や
。
」
と
い
う
こ
と
ば
を
な
ん
ど
き
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
日
を
追

う
に
し
た
が
っ
て
、
集
め
た
お
話
の
数
も
し
だ
い
に
か
さ
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
“
ク
ラ
ス
で
の
お
話
発
表
会
”
に
ま
で
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
四
時
間
に
わ
た

っ
た
発
表
会
は
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
み
ん
な
の
苦
心
が
報
い
ら
れ
た
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
こ
の
発
表
会
の
結
果
は
こ
こ
に
こ
う
し
て
、
一
冊
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昔
話
や
伝
説
は
次
第
に
話
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
、
と
い
う
の
が

近
頃
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
内
郷
の
昔
話
を
さ
ぐ
っ
て
、
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。
次
か
ら
は
も
う
、
「
む
か
し
話
な
ん
て
し
ら
な
い
や
。
」
と
い
う

こ
と
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
の
せ
ら
れ
た
話
は
、
短
期
日
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
か
ら
、
不
備
な
点
が
み
ら
れ
ま
す
し
、
こ
の
他
に
も
ま
だ
た
く
さ
ん
の
お
話
が
内

郷
の
土
地
に
う
ず
も
れ
て
お
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
整
え
、
そ
し
て
探
し
て
い
く
こ
と

は
、
み
ん
な
に
課
せ
ら
れ
た
今
後
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
探
し
あ
て
た
お
話
は
こ
の

本
に
つ
け
く
わ
え
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。 

 
 
 

は
じ
め
に
あ
た
っ
て
、
一
言
の
べ
て
み
ま
し
た
。 

 
 
 

一
九
五
七
年
一
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

も
ろ
ず
み
・
ひ
ろ
し 

 石
老
山
に
つ
い
て 

山
口 

正 

僕
の
家
の
畑
の
中
に
、
石
で
で
き
た
小
さ
い
お
宮
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
何
か
と
聞

い
て
見
た
お
話
。
そ
れ
は
昔
、
石
老
山
を
き
ず
い
た
岩
若
丸
と
い
う
人
の
乳
母
が
ま
つ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
岩
若
丸
の
乳
母
は
大
へ
ん
苦
労
し
た
人
な
の
で
、
岩
若
丸

を
と
て
も
親
切
に
そ
だ
て
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
乳
母
を
、
僕
の
先
祖
で
あ
る
八
右
衛

門
と
い
う
お
じ
い
さ
ん
が
、
そ
の
お
宮
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
当
時
は
、

石
老
山
へ
来
る
旅
人
が
そ
こ
へ
も
よ
っ
て
お
ま
い
り
を
し
て
い
っ
た
が
、
今
で
は
ま
わ

り
が
畑
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
人
が
通
っ
て
も
、
「
あ
れ
は
何
だ
。
」

と
い
う
く
ら
い
で
通
り
す
ぎ
て
し
ま
う
。
こ
の
お
宮
の
こ
と
を
「
天
正
神
」
と
言
っ

て
、
お
正
月
に
は
松
か
ざ
り
を
し
た
り
、
豆
ま
き
を
し
た
り
し
ま
す
。 

岩
若
丸 

秋
元
米
子 

今
か
ら
千
二
百
年
く
ら
い
前
、
京
都
の
く
げ
の
男
女
二
人
が
、
秦
野
の
そ
や

・

・

の
方
か

ら
、
石
老
山
の
岩
山
の
方
へ
や
っ
て
き
た
。
二
人
で
石
老
山
に
住
み
つ
き
生
活
し
て
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
う
ち
に
子
供
が
で
き
た
。
こ
れ
が
岩
若
丸
。
あ
る
日
の
こ
と
、
父
親
が
食
物
を
さ
が 

し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
る
す
を
ね
ら
わ
れ
て
、
岩
若
丸
は
タ
カ
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
今
の
こ
っ
て
い
る
こ
ま

・

・

た
て

・

・

岩
に
、
馬
が
ね
て
い
た
所
や
、
馬
に
た
べ
さ
せ
た

物
の
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。
岩
若
丸
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
岩
を
ま
つ
っ

た
。 
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力
試
岩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
本
英
子 

 

石
老
山
に
は
、
力
試
岩
（
力
だ
め
し
い
わ
）
と
い
う
岩
が
あ
る
。
昔
、
こ
の
岩
を
さ

さ
げ
て
、
自
分
の
力
を
た
め
そ
う
と
つ
か
っ
た
の
で
、
力
試
岩
と
い
う
の
だ
そ
う
だ
。

石
老
山
の
あ
る
岩
に
は
、
馬
の
足
あ
と
や
、
馬
を
洗
っ
た
と
い
う
場
所
が
今
で
も
あ

る
。
こ
れ
は
、
一
千
年
ぐ
ら
い
昔
、
あ
る
人
が
名
馬
に
乗
っ
て
登
山
し
た
時
、
つ
け
ら

れ
た
も
の
だ
と
言
い
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。 

           

岩
穴 

神
保
百
合
子 

 

石
老
山
に
は
岩
穴
が
あ
る
が
、
こ
の
岩
穴
は
、
江
の
島
の
ど
う
く
つ
に
続
い
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
江
の
島
と
い
え
ば
ず
っ
と
南
の
海
の
中
に
あ
る
島
だ
が
、
ず
い
ぶ
ん
遠

く
長
く
つ
づ
い
て
い
る
も
の
だ
。
実
際
に
続
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
石
老

の
岩
穴
か
ら
江
の
島
へ
ぬ
け
出
た
と
い
う
人
を
知
ら
な
い
か
ら
・
・
・
。 

  

       

   

力試岩 

力持ちの人達が力試しをしたと伝えられて

いるそうです。 

岩窟 

道志岩窟と言い、岩窟の中に「福一満

虚空蔵尊」が安置される。江の島の洞

窟に続いていると云う伝説あり。 
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寸
沢
嵐
の
伝
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

宮
崎
京
子 

一
、
田
久
保
の
井
戸
（
停
留
所
の
う
ら
に
あ
る
）
は
、
首
洗
い
井
戸
と
い
っ
て
、
武
田 

信
玄
と
小
田
原
の
北
条
氏
と
の
戦
い
で
武
田
勢
が
勝
ち
、
甲
州
へ
引
き
あ
げ
る
途

中
、
浅
間
森
で
首
実
検
を
す
る
時
、
首
を
あ
ら
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

二
、
寸
沢
嵐
の
東
村
は
ず
れ
に
、
成
敗
畑
と
い
う
畑
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
昔
、
土 

地
の
名
主
が
公
金
横
領
の
罪
で
、
そ
の
名
主
の
家
中
親
類
、
皆
は
り
つ
け
に
さ
れ

た
場
所
だ
そ
う
で
す
。 

 
 

注 

成
敗
（
セ
イ
バ
イ
）
と
は
、
刑
罰
、
こ
ら
し
め
、
斬
り
す
て
る
の
意 

 

           

首
洗
い
の
池 

宮
崎
幸
江 

 

む
か
し
、
武
田
信
玄
と
北
条
氏
と
の
戦
い
に
、
北
条
氏
は
津
久
井
町
に
あ
る
城
山
に

陣
を
取
り
、
信
玄
は
浅
間
森
に
陣
を
取
り
互
い
に
し
の
ぎ
を
け
ず
る
戦
い
を
し
た
が
、

武
田
勢
は
つ
い
に
力
つ
き
惨
々
た
る
敗
戦
に
二
千
九
百
九
十
九
首
上
げ
ら
れ
、
そ
の
首

を
寸
沢
嵐
部
落
の
田
久
保
の
池
に
て
洗
う
。
こ
れ
よ
り
首
洗
い
の
池
と
言
わ
れ
て
い

る
。 

孝
女
お
初 

井
上
み
ゆ
き 

一
、
昔
、
若
柳
に
た
い
へ
ん
親
孝
行
な
お
初
さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し 

て
、
農
協
の
所
の
橋
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
る
石
と
う
は
、
そ
の
人
の
こ
と
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。 

二
、
昔
、
正
覚
寺
は
山
口
の
乾
燥
場
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
武
田
信
玄
と

北
条
氏
が
内
郷
を
中
心
と
し
て
戦
争
を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
武
田
信
玄
が

負
け
て
に
げ
る
時
に
、
正
覚
寺
に
火
を
つ
け
て
に
げ
た
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、

正
覚
寺
は
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
所
に
立
て
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

     

「孝女はつ」の墓を示す道標 

墓は若柳宝福寺境内にある 
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道
志
川
の
伝
説 

平
井
敬
一 

 

 
 

道
志
川
の
下
流
の
方
に
、
か ・

ま
の

・

・

ふ
ち

・

・

と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
か
ま
が
し

ず
ん
で
い
た
の
で
、
か
も
の
ふ
ち
と
い
う
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ぼ
く
が

住
ん
で
い
る
す
ぐ
上
が
、
か
ま
の
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
か
ま
の
上
に
あ
る
か
ら
、

か
ま
の

・

・

・

う
え

・

・

と
い
う
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
道
志
川
の
上
流
に
、
ま
ぐ

・

・

そ ・

ぶ
ち

・

・

と
い

う
所
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
甲
州
街
道
で
馬
が
た
く
さ
ん
通
り
、
馬
を
洗
っ
た
り
、

ふ
ん
を
し
っ
た
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
そ
の
上
流
に
は
か
っ
ぱ

・

・

・

ぶ
ち

・

・

と
い

う
所
が
あ
る
が
、
そ
こ
は
昔
、
か
っ
ぱ
が
い
る
と
い
わ
れ
る
程
、
深
か
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
名
前
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
下 ・

が
っ
ぱ

・

・

・

と
い
う
の
は
、
そ
こ

の
方
に
か
っ
ぱ
が
す
ん
で
い
た
の
で
、
そ
う
ゆ
う
名
が
つ
い
た
。 

 

道 
 
 
 

昔
、
阿
津
か
ら
三
か
木
へ
通
ず
る
道 

江
藤
ス
ズ
子 

 

今
か
ら
お
よ
そ
五
十
数
年
前
の
道
は
、
今
、
通
っ
て
い
る
よ
う
な
道
と
は
だ
い
ぶ
ち

が
っ
て
、
阿
津
は
う
し

・

・

坂 ・
・

の
山
口
誠
子
ち
ゃ
ん
の
所
か
ら
、
今
県
道
に
な
っ
て
い
る
所

へ
橋
が
か
か
っ
て
、
今
の
県
道
へ
出
て
き
り
わ
り
の
今
の
学
校
へ
来
る
道
を
の
ぼ
っ

て
、
途
中
の
山
に
道
が
つ
い
て
い
て
、
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
が
前
は
畑
だ
っ
た
の
で
、

そ
こ
に
道
が
つ
い
て
い
て
、
に
っ
て
ん

・

・

・

様 ・

の
所
へ
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
県
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
行
き
、
と ・

ね
っ

・

・

く
ぼ

・

・

の
道
、
沼
本
の
方
へ
（
こ
れ
は
今
あ
る

道
）
行
っ
て
う
え
ん

・

・

・

坂 ・

と
い
う
所
を
下
へ
行
く
と
川
が
あ
る
。
そ
こ
は
橋
が
な
か
っ
た

の
で
、
船
で
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
、
三
か
木
の
方
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
そ
う

だ
。 

関
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
川
保
子 

 

む
か
し
、
し
の
ば
ら
の
方
へ
行
く
道
の
所
、
今
農
協
へ
行
っ
て
い
る
中
村
さ
ん
の
家

の
少
し
下
っ
た
所
に
関
所
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
う
す
ぐ
ら
く
な
る
と
戸
を
し
め
て
、
そ

こ
を
と
お
ら
せ
な
か
っ
た
。
も
し
ど
う
し
て
も
通
る
な
ど
と
言
っ
て
し
ら
べ
、
わ
る
い

こ
と
を
し
た
な
と
思
っ
た
ら
、
首
を
き
っ
た
り
し
た
。
そ
の
首
を
と
っ
た
り
し
た
の

を
、
石
で
い
く
つ
か
ま
つ
っ
て
あ
る
。
む
か
し
は
上
の
道
が
と
お
り
で
し
た
。 

 

       

 

か
ん
し
ん
な 

大
谷
横
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
村
香
代
子 

今
か
ら
な
ん
年
と
し
れ
ぬ
ほ
ど
昔
か
ら
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
話
、
だ
か
ら
年
代
な 

ん
か
全
然
・
・
・
。
昔
、
昔
、
神
奈
川
県
津
久
井
郡
の
内
郷
村
寸
沢
嵐
に
、
大
谷
横
右

衛
門
て
い
う
た
い
へ
ん
心
の
や
さ
し
い
人
が
い
た
そ
う
で
す
。
横
右
衛
門
は
た
い
へ
ん

鼠坂関所址 

篠原方面左側に立てられている碑   



  

- 21 - 

び
ん
ぼ
う
な
人
に
心
を
う
た
れ
て
、
自
分
の
財
産
を
な
く
し
て
も
、
そ
の
人
た
ち
に
お

金
な
ど
を
わ
け
て
や
っ
た
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
ま
わ
り
の
人
達
か
ら
は
「
神
様
」

と
、
し
た
わ
れ
て
い
た
の
だ
そ
う
だ
。
横
右
衛
門
の
家
は
、
い
ま
江
藤
秀
雄
君
の
家
の

所
に
大
き
な
や
し
き
が
あ
っ
た
と
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
か
わ
い
そ
う
に
全

部
財
産
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
た
べ
る
も
の
が
な
く
な
っ
た
横
右
衛
門
は
、
悪
い
と
思

い
な
が
ら
人
の
も
の
を
ぬ
す
む
様
に
な
り
、
村
人
か
ら
の
の
し
ら
れ
、
に
く
ま
れ
は
じ

め
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
村
や
く
人
に
知
れ
、
う
ち
首
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
首
に
な
っ
た
所
は
、
村
や
く
人
の
広
場
（
い
ま
の
沼
本
の
け
い
と
の
家

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
）
で
、
お
お
ぜ
い
の
人
々
の
前
で
か
な
し
く
う
ち
首
に
な
り
死
ん

で
ゆ
き
ま
し
た 

   

     

沼
本
開
田 

大
谷
均 

ぼ
く
の
家
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
も
と
も
と
が
ん
こ
そ
う
な
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
沼

本
の
水
田
の
こ
と
も
、
反
た
い
し
て
い
る
人
も
い
れ
て
つ
く
っ
た
そ
う
で
す
が
、
く
し

ん
し
た
ら
し
い
で
す
。
沼
本
の
田
ん
ぼ
は
、
前
は
桑
原
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
ど

こ
の
家
で
も
、
う
ん
と
蚕
を
し
た
そ
う
で
す
。
あ
る
人
は
桑
原
の
ほ
う
が
よ
い
と
い
う

人
と
、
田
ん
ぼ
の
方
が
よ
い
と
い
う
人
と
で
、
お
じ
い
さ
ん
は
田
ん
ぼ
を
つ
く
る
と
ご

う
じ
ょ
う
を
は
っ
て
、
に
く
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
工
事
は
、
昭
和
十
三
年
三
月
十
三
日

に
は
じ
め
、
昭
和
十
七
年
三
月
二
十
一
日
に
で
き
あ
が
っ
た
そ
う
で
す
。
水
田
面
積
は

五
町
二
反
で
す
。
四
年
も
つ
づ
け
て
、
や
っ
と
田
ん
ぼ
が
で
き
た
の
で
す
。
お
じ
い
さ

ん
の
役
は
組
合
長
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
は
こ
の
記
念
碑
が
沼
本
の
田
ん
ぼ
の
は
し
に

た
っ
て
い
ま
す
。 

 

            

大谷横右衛門は江藤与次右衛門の

間違いで、墓は相模原二本松在住

の大谷家墓地内にあり。 

下写真 江藤与與次右衛門の墓 

津久井湖底に沈んだ沼本地区、中央の山

は「丸山」で、江戸時代、臨済宗の宝珠

庵と云うお寺があった。今は正覚寺と合

併する。 
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お
か
い
こ
神
さ
ま 

井
草
貞
子 

沼
本
部
落
の
中
心
に
、
小
さ
な
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
山
に
お
宮
の
よ
う
な
家
が
あ
っ

て
、
そ
の
下
に
来
て
、
今
年
も
「
蚕
」
が
よ
く
で
き
る
よ
う
に
と
お
い
の
り
し
た
り
、

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
集
っ
て
ご
え
い
か
を
し
た
り
し
て
、
祝
う
の
だ
そ
う
で
す
。 

 伝
説
を
二
つ
三
つ 

押
田
国
子 

☆ 

長
者
久
保 

 

私
た
ち
の
学
校
の
と
こ
ろ
に
、
長
者
久
保
と
ゆ
う
畑
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
昔
、
そ

の
畑
に
長
者
が
す
ん
で
い
た
と
の
事
で
、
長
者
久
保
と
い
っ
た
そ
う
で
す
。 

☆ 

石
老
山
の
あ
み
だ
さ
ま
の
由
来 

 

現
在
、
石
老
山
に
ま
つ
っ
て
あ
る
あ
み
だ
さ
ま
は
、
大
昔
、
山
梨
県
の
道
志
村
に
あ

っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
が
大
水
の
た
め
流
さ
れ
て
、
道
志
の
あ
み
だ
め
に
あ
が
っ
た
。
現

在
、
そ
の
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
は
畑
に
な
っ
て
い
る
が
、
道
志
の
も
の
が
ま
つ
る
と
こ
ろ

が
な
い
の
で
、
石
老
山
に
お
さ
め
た
と
い
う
。 

☆ 

信
玄
道 

 

ね
ん
坂
の
小
山
を
通
っ
て
関
口
を
と
お
り
、
ま
す
わ
ら
の
か
ま
の
上
を
と
お
り
、
谷

戸
山
を
へ
て
道
志
の
ご
り
ん
ば
を
通
り
、
道
志
を
へ
て
、
青
山
に
で
た
と
い
う
そ
の
道

は
、
現
在
、
山
道
に
な
っ
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
目
じ
る
し
と
し
て
五
重
塔
が

津久井湖築造前の沼本部落 下段 
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の
こ
っ
て
い
る
。
昔
、
北
条
氏
と
武
田
信
玄
が
た
た
か
っ
た
時
、
武
田
信
玄
の
軍
勢
が

通
っ
た
と
い
う
。 

        

 

☆ 

弘
法
さ
ま
、
お
礼
の
水
場 

 

昔
、
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
遠
く
か
ら
水
を
く
ん
で
か
つ
い
で
き
た
と
き
、
通
り
か

か
っ
た
一
人
の
き
た
な
い
坊
さ
ん
が
、
水
を
飲
ま
し
て
く
れ
と
言
い
ま
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
は
心
よ
く
そ
の
き
た
な
い
ぼ
う
さ
ん
に
水
を
あ
げ
ま
し
た
。
ぼ
う
さ
ん
は
、
お
ば

あ
さ
ん
が
遠
く
か
ら
水
を
く
む
の
が
大
へ
ん
だ
と
言
っ
て
、
持
っ
て
い
た
つ
え
を
道
ば

た
の
ど
て
に
と
お
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
え
を
ぬ
く
と
、
そ
の
あ
な
か
ら
水
が

わ
き
出
し
た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
は
大
喜
び
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ぼ
う
さ
ん
は
水

を
の
ま
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
し
て
、
水
を
出
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
は
な
し

は
、
今
か
ら
約
千
二
百
年
く
ら
い
前
の
話
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
津
久
井
町

鮑
子

あ
び
こ

に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
「
弘
法
さ
ま
の
御
礼
の
水
場
」
と
い
っ
て
い
ま

す
。 

 

姓
名 

 
 
 
 
 

小
野
沢
敏
夫 

 

僕
の
家
の
昔
は
武
士
で
、
武
田
信
玄
の
家
来
で
あ
っ
た
。
合
戦
で
や
ぶ
れ
、
上
野
原

の
方
か
ら
こ
の
街
道
へ
ち
ら
ば
っ
た
。
一
つ
は
若
柳
へ
と
ど
ま
り
小
野
沢
の
姓
を
名
の

り
、
あ
と
の
組
は
、
中
野
や
又
野
の
方
へ
ち
ら
ば
っ
た
の
で
、
中
野
に
も
小
野
沢
と
言

う
姓
が
あ
る
。 

   

編
集
後
記 

相
模
湖
歴
史
研
究
会
は
、
令
和
二
年
正
月
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
毎
月
の
例
会
も

休
会
を
し
て
き
た
。
こ
の
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
四
号
』
の
編
集
を
完
了
し
た
現
在

は
、
令
和
三
年
の
四
月
で
あ
る
。
令
和
三
年
四
月
は
コ
ロ
ナ
禍
の
第
三
波
が
来
て
、
昨

年
の
第
一
波
よ
り
も
コ
ロ
ナ
禍
が
拡
大
、
神
奈
川
の
相
模
原
市
に
は
蔓
延
措
置
防
止
法

も
発
令
さ
れ
た
時
で
あ
る
。 

編
集
子
に
取
っ
て
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
間
で
、
行
事
等
の
中
止
や
延
期
が
あ

り
、
暇
な
時
間
は
『
阿
比
乃
中
山
』
の
編
集
に
充
て
、
そ
れ
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
歴
史
研
究
会
発
起
人
の
一
人
の
山
口
芳
文
さ
ん
が
昨
年
、
令
和
二
年
十

月
三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
事
は
、
残
念
一
言
に
尽
き
る
。 

さ
て
、
今
号
『
阿
比
乃
中
山 

第
十
四
号
』
の
最
初
は
、
農
務
省
書
記
官
で
あ
っ
た

石
黒
忠
篤
が
「
内
郷
村
の
二
日
」
と
題
し
て
『
都
會
及
び
農
村
』
に
「
そ
の
一
」
、

「
そ
の
二
」
と
二
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
は
「
そ
の
一
」
を
第
十
四

号
に
掲
載
し
た
。 

石
老
山
顕
鏡
寺
に
あ
る
阿
弥
陀
様 
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石
黒
忠
篤
は
八
月
十
五
日
の
内
郷
村
調
査
の
当
初
よ
り
の
参
加
で
な
く
、
八
月
二
十

三
日
の
早
朝
、
与
瀬
駅
に
着
き
荷
擔
ぎ
人
夫
を
雇
い
、
正
覚
寺
へ
や
っ
て
来
た
が
、
着

く
と
同
時
に
今
度
は
農
学
士
の
中
村
留
二
が
、
そ
の
雇
い
荷
擔
ぎ
人
夫
と
共
に
与
瀬
駅

に
向
か
い
帰
る
事
と
な
っ
た
。
石
黒
忠
篤
の
内
郷
村
で
の
滞
在
は
二
十
五
日
ま
で
の
三

日
間
で
、
そ
の
記
録
を
日
記
風
に
面
白
く
書
い
て
い
る
。 

 

二
「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
（
四
）
」
で
は
、
今
号
で
最
終
回
と
思
っ
て
い
た
が
、

更
に
興
味
あ
る
「
奥
畑
下
川
通
人
改
所
」
に
関
わ
る
古
文
書
が
残
存
し
て
い
て
、
次
の

機
会
に
続
編
を
考
え
て
い
る
。
「
奥
畑
下
川
通
人
改
所
」
の
川
改
め
方
法
を
古
文
書
か

ら
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
ま
だ
、
古
文
書
か
ら
確
実
な
改
め
方
法
を
把
握
す
る
事

は
で
き
な
い
が
、
却
っ
て
そ
れ
ら
の
改
め
に
関
し
て
歴
史
に
詳
し
い
読
者
が
、
川
改
め

や
関
所
通
行
の
解
明
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
事
を
推
測
し
た
次
第
で

あ
る
。 

こ
の
号
を
書
き
終
え
て
か
ら
第
十
六
号
の
編
纂
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
時
、
『
多
摩

御
陵
の
周
囲
』
（
逸
見
敏
刀
著
）
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
る
第
十
五
号
の
「
小
佛

峠
」
に
引
き
続
き
、
第
十
六
号
で
は
「
小
仏
の
関
所
」
を
取
上
げ
て
掲
載
す
る
予
定
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
「
小
佛
関
所
」
の
通
行
手
形
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
記
述
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
「
手
形
は
厳
重
に
扱
わ
れ
、
毎
年
、
正
月
前
年
度
分
を
取
纏
め
て
、
関
守

の
一
人
が
携
帯
し
て
手
形
の
発
行
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
若
し
一
枚

で
も
紛
失
し
た
ら
閉
門
の
謹
慎
を
受
け
た
」
と
あ
り
、
「
奥
畑
下
川
通
人
改
所
」
で
も

同
様
な
厳
し
い
保
存
義
務
が
あ
っ
た
事
が
伺
え
る
。 

「
奥
畑
下
川
通
り
人
改
所
」
を
通
る
筏
荷
物
は
、
驚
く
事
に
既
に
江
戸
時
代
の
中
期

頃
か
ら
、
僻
地
で
あ
る
山
梨
県
大
月
市
の
真
木
温
泉
近
く
の
小
金
沢
山
や
郡
内
領
秋
山

村
阿
寺
沢
よ
り
御
用
炭
の
川
下
げ
、
更
に
都
留
郡
朝
日
曽
雌
（
ア
サ
ヒ
ソ
シ
）
村
山
内

の
御
材
木
川
下
げ
が
あ
り
、
五
～
六
十
キ
ロ
も
掛
か
っ
て
平
塚
須
賀
浦
迄
、
筏
を
組
み

御
材
木
や
御
用
炭
を
運
搬
し
て
い
た
事
に
つ
い
て
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
係

る
村
民
や
筏
乗
り
、
御
用
材
木
・
御
用
炭
の
搬
出
で
は
、
多
く
の
運
搬
人
、
山
師
、
杣

夫
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
多
く
の
大
変
な
作
業
と
御
苦
労
が
あ
っ
た
気
が
す
る
。 

三
、
中
学
生
が
収
集
し
た
内
郷
の
民
話
の
「
内
郷
民
話
拾
遺
」
は
今
か
ら
六
十
四
年

前
の
内
郷
中
学
二
年
生
が
聞
き
拾
い
集
め
、
記
録
し
た
民
話
で
あ
る
。
偶
然
、
相
模
湖

歴
史
研
究
会
員
の
沼
本
大
谷
均
さ
ん
の
名
前
も
あ
り
驚
か
さ
れ
た
。
当
時
の
内
郷
中
学

二
年
生
担
任
の
諸
角
弘
先
生
が
今
号
を
編
集
し
て
い
る
時
、
コ
ロ
ナ
禍
鎮
静
を
願
っ
て

上
野
原
市
に
あ
る
「
疱
瘡
神
社
」
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
し
、
そ
の
ロ
ー
カ
ル
番
組
放
映

で
、
諸
角
弘
先
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
。
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
お
変
わ
り

な
く
懐
か
し
く
思
わ
れ
た
。
相
模
湖
町
、
特
に
内
郷
住
民
の
七
十
歳
以
上
の
方
々
は
中

学
時
代
に
先
生
と
の
思
い
出
も
沢
山
あ
る
事
と
思
わ
れ
る
。
令
和
五
年
現
在
で
は
九
十

七
歳
位
に
成
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
つ
迄
も
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
子 

 

 

相
模
湖
歴
史
研
究
会 

会
員
募
集
中 

相
模
湖
歴
史
研
究
会
会
員
は
常
に
募
集
中
で
す
。
例
会
は
夜
か
ら
昼
間
に
変
わ
り
ま
し

た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
毎
月
の
第
二
金
曜
日
、
時
間
は
午
後
一
時
半
よ
り
三
時
半

頃
迄
、
直
接
、
山
口
の
正
覚
寺
へ
お
越
し
頂
い
て
も
結
構
で
す
。
ま
た
前
も
っ
て
詳
細

を
聞
き
た
い
人
は
、
次
の
会
員
へ
ご
連
絡
し
て
頂
い
て
も
結
構
で
す
。 

 

☎
山
田
（
〇
四
二-

六
八
五-

一
一
四
五
） 

☎
江
藤
（
〇
四
二-

七
七
二-

四
六
三
二
） 

 

    

阿
比
乃
中
山 

第
十
四
号 

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
三
月
一
日
発
行 

創
刊
号 

 
 

平
成
二
十
九
年 

(

二
〇
一
七)  

三
月
一
日 

 

発
行
者  

相
模
湖
歴
史
研
究
会 

発
行
所  

相
模
原
市
緑
区
若
柳
一
四
三
〇 

正
覚
寺
内 

☎
〇
四
二 

六
八
五 

一
一
四
五 


